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主
な
記
事�

市民税・都民税の主な改正点�
４月から国民健康保険税が変わりました�
改正道路交通法�
実行委員募集　女と男のフォーラムいなぎ�
上谷戸ホタルの夕べｉｎ稲城�
入居者募集　都民住宅�
胃がん検診�
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５面�
６面�
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一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
２

４
９
億
３
千
万
円
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
７
回
の
補
正
に

よ
り
、
最
終
予
算
の
総
額
は
２

５
３
億
１
千
８
５
０
万
円
と
な

り
、
３
億
８
千
８
５
０
万
円
の

増
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す（
表

１
・
グ
ラ
フ
１
参
照
）
。

主
な
補
正
内
容

　

一
般
会
計
の
下
半
期
の
主
な

補
正
内
容
は
、
歳
入
で
繰
越
金

の
増
、
固
定
資
産
税
の
増
、
地

方
交
付
税
の
減
な
ど
で
す
。
歳

出
で
は
基
金
積
立
金
の
増
、
国

表１　各会計の予算現額
一 般 会 計
からの繰出金最終予算額下 半 期

補正予算額
上 半 期 末
予　算　額当初予算額会　計　名　称

�２５３億１,８５０万円３億３,５７２万円２４９億８,２７８万円２４９億３,０００万円一 般 会 計

６億４,１３１万円６７億０,４２３万円７,５２２万円６６億２,９０１万円６５億９,１７４万円国民健康保険事業
特 別 会 計

特　

別　

会　

計

１７億６,９６５万円３０億３,７２１万円２億７,５５３万円２７億６,１６８万円２３億８,４８７万円土地区画整理事業
特 別 会 計

５億９,８５７万円１７億３,２６９万円△６４２万円１７億３,９１１万円１７億３,９１１万円下水道事業特別会計
２億５,１９２万円３４億４,８１８万円４７万円３４億４,７７１万円３３億９,５２４万円老人保健特別会計
３億７,０９９万円２７億３,３５５万円２３２万円２７億３,１２３万円２６億２,８７６万円介護保険特別会計
４億８,３００万円６７億９,９３２万円�６７億９,９３２万円６７億９,９３２万円病院事業会計
�６億０,０４０万円�６億０,０４０万円６億０,０４０万円受託水道事業特別会計
４１億１,５４４万円５０３億７,４０８万円６億８,２８４万円４９６億９,１２４万円４９０億６,９４４万円合　　　　　計

グラフ２　特別会計予算の執行状況

国民健康保険事業特別会計�

歳入歳出�
予算現額�

67億0,423万円�

歳入歳出�
予算現額�

30億3,721万円�

土地区画整理事業特別会計�

下水道事業特別会計�

歳入歳出�
予算現額�

17億3,269万円�

老人保健特別会計�

歳入歳出�
予算現額�

34億4,818万円�

受託水道事業�
特別会計�

歳入歳出�
予算現額�
6億0,０40万円�

歳入歳出�
予算現額�

27億3,355万円�

介護保険特別会計�

収入済額�
５8億3,791万円�

87.1％�

収入予定額�
8億6,632万円�
12.9％�

支出済額�
59億1,792万円�
88.3％�

支出予定額�
7億8,631万円�
11.7％�

収入済額�
23億6,046万円�
77.7％�

支出済額�
17億1,595万円�
56.5％�

収入済額�
１4億5,532万円�

84.0％�

収入予定額�
2億7,737万円�
16.0％�

支出済額�
14億4,017万円�
83.1％�

支出予定額�
2億9,252万円�
16.9％�

収入済額�
31億7,188万円�
９2.０％�

収入予定額�
2億7,630万円�
8.0％�

支出済額�
30億6,530万円�
88.9％�

支出予定額�
3億8,288万円�
11.1％�

収入済額�
4億8,548万円�
８0.9％�

支出済額�
3億7,906万円�
63.1％�
�

支出予定額�
2億2,134万円�
36.9％�

収入予定額�
1億1,492万円�
１9.1％�

収入済額�
25億1,570万円�
92.0％�

支出済額�
22億2,379万円�
81.4％�

支出予定額�
5億　976万円�
１8.６％�

収入済額�
５7億8,906万円�

85.1％�

収入予定額�
10億1,026万円�
１4.9％�

支出済額�
64億6,652万円�
95.1％�

支出予定額�
3億3,280万円�
4.9％�

収入予定額�
2億1,785万円�
8.0％�

収入予定額�
6億7,675万円�
22.3％�

支出予定額�
13億2,126万円�
43.5％�

病院事業会計�

歳入歳出�
予算現額�

67億9,932万円�

収入済額�
５8億3,791万円�

87.1％�

収入予定額�
8億6,632万円�
12.9％�

支出済額�
59億1,792万円�
88.3％�

支出予定額�
7億8,631万円�
11.7％�

収入済額�
23億6,046万円�
77.7％�

支出済額�
17億1,595万円�
56.5％�

収入済額�
14億5,532万円�
84.0％�

収入予定額�
2億7,737万円�
16.0％�

支出済額�
14億4,017万円�
83.1％�

支出予定額�
2億9,252万円�
16.9％�

収入済額�
31億7,188万円�
92.０％�

収入予定額�
2億7,630万円�
8.０％�

支出済額�
30億6,530万円�
88.9％�

支出予定額�
3億8,288万円�
11.1％�

収入済額�
4億8,548万円�
80.9％�

支出済額�
3億7,906万円�
63.1％�
�

支出予定額�
2億2,134万円�
36.9％�

収入予定額�
1億1,492万円�
19.1％�

収入済額�
25億1,570万円�
92.0％�

支出済額�
22億2,379万円�
81.4％�

支出予定額�
5億　976万円�
18.6％�

収入済額�
57億8,906万円�
85.1％�

収入予定額�
10億1,026万円�
14.9％�

支出済額�
64億6,652万円�
95.1％�

支出予定額�
3億3,280万円�
4.9％�

収入予定額�
2億1,785万円�
8.0％�

収入予定額�
6億7,675万円�
22.3％�

支出予定額�
13億2,126万円�
43.5％�

財財
政政
状状
況況
のの
公公
表表

年年
度度
下下
半半
期期

１１９９

表２　市債（借入金）の現在高
現 在 高借 入 の 会 計
１７３億８,１４１万円一 般 会 計
９７億７,２５７万円下水道事業特別会計
６８億４,７８４万円病 院 事 業 会 計
３４０億 １８２万円合　　　　　計

※主な借入先は、財務省、総務省、公営
企業金融公庫、東京都、市中銀行です。

表３　予算上の市民の市税負担額と市民
への歳出額（一般会計分）

一世帯当たり一人当たり区　分
３８７,００６円１６１,６３５円市税負担額
６６３,３２４円２７７,０４１円歳 出 額

※２０年４月１日現在の住民基本台帳人口
（８１,１３４人）と世帯数（３３,８８６世帯）を用いてい
ます。

８０億６,２３３万円�

７３億６,６２０万円（９１.４％）�

２５３億１,８５０万円�

２１８億０,０６６万円（８６.１％）�

予算現額�

収入済額（収入率）�

２５３億１,８５０万円�

２２４億７,７４１万円（８８.８％）�

予算現額�

支出済額（執行率）�

１３５億５,４３９万円�

１３１億１,４１０万円（９６.８％）�

２３億７,８５０万円（６８.０％）�

４２億１,１０８万円�

３５億１,３４９万円（８３.４％）�

17億7,202万円�

27億9,195万円�

26億5,751万円（95.2％）�

28億2,518万円�

24億9,302万円（88.2％）�

３８億８,０４２万円�

３９億６,１９４万円�

市債の償還金�

ごみの収集運搬、市立病院への負担金・助成金など�

小・中学校や図書館、文化センター、スポーツ施設の管理運営など�

道路や公園の管理費、下水道や区画整理のための繰出金など�

その他�
議会費・商工費・農林費など�

４億７,４５４万円�

４億２,９６１万円（９０.５％）�

消防費�
消防署や消防団の運営費など�

８億７,０２８万円�

８億２,０３４万円（９４.３％）�

市の全般的な管理運営経費�

生活保護費、保育所運営費など�

歳　入� 歳　出�

市 税 �
市民税、固定資産税など�

都�
支出金�

３８億６,００６万円�

市 債 �

保育所運営費補助金、小・中学校買取費補助金など�

臨時財政対策債、南武線連続立体交差事業債�
９億２,２４０万円�

２億２,１００万円（２１.８％）�

国 庫 �
支出金�

生活保護費負担金、保育所運営費負担金など�
１８億５,６７２万円�

１６億１,８９０万円（８７.２％）�

分担金
及 び �
負担金�

保育所運営費保護者負担金など�

４億３,３７５万円�

４億５,８８９万円（１０５.８％）�

地 方 �
交付税�

普通交付税、特別交付税�

５億４,７０７万円�

５億４,９０１万円（１００.４％）�

その他�
地方消費税交付金、繰越金、諸収入など�

公債費�

土木費�

教育費�

総務費�

衛生費�

民生費�

３８億８,０４２万円�

３２億９,７７６万円（８５.０％）�

１９億６,８６７万円�

１９億６,１３２万円（９９.６％）�

２６億７,２３７万円�

２５億０,１６９万円（９３.６％）�

３９億６,１９４万円�

３６億１,２４７万円（９１.２％）�

３４億２,７９５万円�

２４億８,８０２万円（７２.６％）�

８０億６,２３３万円�

７３億６,６２０万円（９１.４％）�

１３５億５,４３９万円�

１３１億１,４１０万円（９６.８％）�

２６億７,２８３万円（６９.２％）�

４１億４,４１１万円�

３１億８,５９３万円（７６.９％）�

１,２２３,９８１㎡�

土　地�
公園や学校など�

土　地�

１６２,２４９㎡�

建　物�
市庁舎や学校など�

建　物�

※年度末の３月は、一般
会計と特別会計の歳入・
歳出予算額が確定します。
各会計（病院事業会計は
除く）の収入額と支出額
（決算額）は、出納整理期
間が終わる５月末日に確
定します。

市有財産の現在高（一般会計管理分）

　

市
で
は
、
市
の
財
政
状
況
を
毎
年
５
月
と　

月
の
２
回
公

１１

表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は　

年
度
の
下
半
期
（　

年
３
月　

１９

２０

３１

日
現
在
）
の
予
算
の
執
行
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
財
政
係

グラフ１　一般会計予算の執行状況 ※グラフ１・グラフ２中のパーセント表示は、小数点以下第２位を四捨五入しています。

　

市
で
は
、
特
定
の
事
業
に
つ

い
て
、
一
般
会
計
か
ら
区
分
し

て
収
支
を
個
別
に
経
理
す
る
特

別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
運
営
は
、
国
民

健
康
保
険
税
や
上
下
水
道
料
金

な
ど
特
定
の
事
業
収
入
で
賄
う

の
が
原
則
で
す
が
、
不
足
分
の

補
て
ん
や
法
令
に
基
づ
く
負
担

分
な
ど
に
は
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
金
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
計
別
予
算
は
表
１
・
グ
ラ
フ

特

別

会

計

特

別

会

計

市

債

の

状

況

市

債

の

状

況

　

学
校
建
設
や
公
園
・
下
水
道

の
整
備
、
南
武
線
連
続
立
体
交

差
事
業
な
ど
、
大
規
模
な
事
業

の
た
め
に
借
り
入
れ
た
市
債
の

会
計
別
残
高
は
表
２
の
と
お
り

で
す
。　

負
担
と
歳
出
額

負
担
と
歳
出
額

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
市
税
の
額

と
一
般
会
計
の
歳
出
の
支
出
済

額
を
、
市
民
一
人
当
た
り
、
一

世
帯
当
た
り
で
算
出
す
る
と
表

３
の
と
お
り
で
す
。

一

般

会

計

一

般

会

計

民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

の
増
、
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
の
増
な
ど
で
す
。

２
の
と
お
り
で
す
。　

証 券�証 券�

３億４,８７８万円�

出資金�
（財）いなぎグリーンウェルネス�
財団出捐金など�

出資金�

１１３億７,７１０万円�

基　金�
公共施設建設基金など�

基　金�

　

５
月
２
日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー

を
襲
っ
た
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
、

５
月　

日
に
発
生
し
た
中
国

１２

大
地
震
に
よ
り
、
多
数
の
建

物
の
崩
壊
や
死
傷
者
が
出
て

い
ま
す
。
一
刻
も
早
い
復
興

を
支
援
す
る
た
め
、
市
で
は

救
援
金
の
募
金
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

６
月
８
日（
日
）

ま
で

▽
募
金
箱
設
置
場
所　

市
役

所
１
階
総
合
案
内
、
平
尾
・
若

葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ

ー
、
中
央
図
書
館
、市
立
病
院
、

福
祉
セ
ン
タ
ー

※
救
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
送
付
し
ま
す
。

※
今
回
被
災
し
た
中
国
四
川
省

内
に
、
稲
城
市
と
同
じ
名
前
の

稲
城
県
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
稲

城
県
と
稲
城
市
は
、
市
民
団
体

「
稲
城
国
際
交
流
の
会
」
を
通

し
て
交
流
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課

地
域
福
祉
係

ミミ
ャャ
ンン
ママ
ーー
・・
ササ
イイ
クク
ロロ
ンン
災災
害害

中中
国国
大大
地地
震震

救
援
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い



２０・６・１ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

地
方
税
法
及
び
市
税
条
例
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
税
制
が
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

▽
税
制
の
変
更　

①
地
震
保
険

料
控
除
の
新
設
と
損
害
保
険
料

控
除
の
廃
止　

②　

歳
以
上（　

６５

１７

年
１
月
１
日
現
在
）
で
前
年
の

合
計
所
得
金
額
が　

万
円
以
下

１２５

の
方
に
対
し
、
非
課
税
措
置
廃

止
に
伴
う
経
過
措
置
が
終
了

と
題
し
「
我
が
国
の
大
規
模

病
院
は
欧
米
と
比
較
し
て
医

師
数
・
看
護
師
数
が
少
な
く
、

診
療
報
酬
も
低
く
抑
え
ら
れ

て
い
る
。
更
に
診
療
所
と
病

院
の
診
療
報
酬
の
比
率
が
、

診
療
所
に
偏
っ
て
い
る
。
ま

た
今
後
は
、
幅
広
い
診
療
能

力
を
有
す
る
総
合
診
療
医
の

育
成
や
、
一
般
の
看
護
師
の

上
に
米
国
で
導
入
さ
れ
て
い

る
、
上
級
看
護
師
制
度
も
必

要
で
あ
る
」
と
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

　

私
は
、
「
介
護
保
険
制
度

の
現
状
と
課
題
〜
財
政
の
効

率
化
の
観
点
か
ら
〜
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
「
稲
城
市
で

は
、
職
員
数
削
減
等
行
財
政

改
革
を
三
多
摩　

市
を
ベ
ン

２６

チ
マ
ー
ク
と
し
な
が
ら
実
施

し
て
お
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を

図
書
館
を
は
じ
め
積
極
的
に

導
入
し
、
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
公
立
病
院
の
医
師
不
足

や
経
営
難
が
全
国
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

の
意
義
と
、
福
祉
だ
け
で
な

く
今
後
は
教
育
・
防
災
・
防

犯
で
も
地
域
力
の
再
構
築
が

必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
た

中
で
「
な
ぜ
医
療
改
革
が
進

ま
な
い
の
か
」
に
対
し
て
私

は
、
「
診
療
所
と
病
院
の
診

療
報
酬
体
系
を
見
直
し
、
産

科
や
小
児
科
の
勤
務
医
を
増

や
す
政
策
が
必
要
。
し
か
し

厚
生
労
働
省
の
審
議
会
は
利

害
関
係
委
員
が
多
く
、
利
害

調
整
の
議
論
が
主
と
な
り
、

大
き
な
改
革
が
進
ま
な
い
」

と
財
務
大
臣
に
指
摘
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
与
え
ら

れ
た
機
会
を
生
か
し
、
言
う

べ
き
こ
と
は
言
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
稲
城
市
は
、
国
・
地
方

を
問
わ
ず
「
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
創
設
の
ま
ち
」

と
し
て
熱
い
視
線
を
浴
び
て

い
ま
す
。
ま
た
私
も
全
国
市

長
会
の
介
護
保
険
対
策
特
別

委
員
会
委
員
長
を
務
め
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
介
護
保
険

や
医
療
保
険
の
問
題
に
つ
い

て
、
額
賀
財
務
大
臣
と
財
務

省
の
財
政
制
度
等
審
議
会
財

政
構
造
改
革
部
会
に
対
し
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
意

見
紹
介
）
し
て
ほ
し
い
と
の

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
審
議

会
の
会
長
は
、
東
京
証
券
取

引
所
会
長
の
西
室
泰
三
氏
で
、

委
員
と
し
て
読
売
新
聞
グ
ル

ー
プ
会
長
の
渡
辺
恒
雄
氏
を

は
じ
め
、
経
済
界
、
マ
ス
コ

ミ
、
学
識
者
な
ど
我
が
国
の

中
枢
を
担
っ
て
い
る
方
々
が

メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
お
り
、

稲
城
を
発
信
す
る
絶
好
の
機

会
と
思
い
、
引
き
受
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

４
月　

日（
金
）　

時
か
ら

２５

１０

正
午
ま
で
、
私
と
独
立
行
政

法
人
国
立
病
院
機
構
理
事
長

の
矢
崎
義
雄
氏
の
二
人
が
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
で
、
ま
ず

矢
崎
理
事
長
が
「
我
が
国
の

医
療
制
度
改
革
へ
の
提
言
」

 
額  
賀 
財
務
大
臣
の

ぬ
か 

が

前
で
意
見
陳
述

　

市
長　

石
川
良
一

時代への�
視 点�
時代への�
視 点�

１８８�１８８�

市民税・�
都民税�

１８年（度）�

１９年（度）�

１９年（度）�

市民税・都民税�

市民税・都民税�

市民税・都民税�

市民税・都民税�

市民税・都民税�

所得税�

所得税�

１８年中の�
所得に対して�

課税�

税源移譲により�
増額となった�

市民税・都民税額�
（減額となった　�
　　　所得税額）�

１９年中の�
所得に対して�

課税�

市民税・都民税�

申告により還付�
税源移譲により増額となった市民税・�
都民税相当額が還付されます。�

所得が減っ�
た場合�

所得が変わ�
らない場合�

所得税�
非課税�

表１　所得税が課税されなくなった方で申告が必要な方
所得税と市民税・都
民税の人的控除の差
の合計額

＞
１９年度市民税・都民税の課
税所得金額
（申告分離課税所得は除く）

（１）

所得税と市民税・都
民税の人的控除の差
の合計額

≦
２０年度市民税・都民税の課
税所得金額
（申告分離課税所得を含む）

（２）

※課税所得金額とは、所得金額から各種控除を引いた金額
をいいます。
※人的控除とは基礎控除、扶養控除、配偶者控除、障害者
控除などのことをいいます。

税
制
が
変
わ
り
ま
す

対
象
と
な
る
方
は

申
告
し
て
く
だ
さ
い

 

税
源
移
譲
に
伴
い

　

住
民
税
が

減
額
さ
れ
ま
す

　

税
源
移
譲
に
よ
る　

年
度
の

１９

市
民
税
・
都
民
税
（　

年
中
の

１８

所
得
で
算
定
）
の
負
担
増
は
、

　

年
分
の
所
得
税
（　

年
中
の

１９

１９

所
得
で
算
定
）
が
減
額
に
な
る

こ
と
で
調
整
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、　

年
中
の
所
得
金

１９

額
が　

年
中
に
比
べ
て
大
き
く

１８

減
少
し
た
た
め
、　

年
分
の
所

１９

得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た

場
合
に
は
、
こ
の
調
整
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

　

年
度
の
市
民
税
・
都
民
税
に

１９旧
税
率
を
適
用
し
て
計
算
し
た

税
額
ま
で
減
額
し
ま
す
（
左
図

参
照
）
。

※　

年
中
に
死
亡
し
た
方
や　

１９

２０

年
１
月
１
日
現
在
国
内
に
居
住

し
て
い
な
い
方
を
除
く
。

▽
対
象　

表
１
の　
　

の
両
方

（１）
（２）

に
該
当
す
る
方
（
主
に　

年
の

１９

所
得
税
額
が
０
の
方
）

▽
申
告
期
間　

７
月
１
日（
火
）

〜　

日（
木
）

３１
▽
申
告
方
法　
　

年
度
分
市
民

１９

税
・
都
民
税
減
額
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

年
度
年
度（
仮
称
）

（
仮
称
）健
康
プ
ラ
ザ
建
設
事
業
報
告
書

健
康
プ
ラ
ザ
建
設
事
業
報
告
書

１９１９

　

３
月
に
作
成
し
た
「　

年
度

１９

（
仮
称
）健
康
プ
ラ
ザ
建
設
事
業

報
告
書
」
に
対
す
る
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
意
見
は
、整
理
し
た
う
え
で
、

今
後
の
基
本
設
計
作
成
の
参
考

に
し
ま
す
。

▽
内
容　

「（
仮
称
）健
康
プ
ラ

ザ
基
本
計
画
及
び
事
業
手
法
調

査
」
に
対
す
る
意
見
公
募
の
結

果
や
諸
団
体
か
ら
い
た
だ
い
た

意
見
、
当
該
事
業
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
の
課
題
、
開
設
ま
で

の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
な
ど

▽
応
募
期
間　

６
月
２
日（
月
）

〜　

日（
月
）

３０
▽
応
募
方
法　

メ
ー
ル
（k

en

k
ou

‐p
laza@

city
.in
ag
i.lg
.

jp

）
、
フ
ァ
ク
ス
（
6　

・
４

３７７

９
４
４
）
、
郵
送
（
〒　

・　
２０６

０８０４

稲
城
市
百
村　

の
１
）
、
専
用

１１２

受
付
箱
（
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市

役
所
１
階
総
合
案
内
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
に
設
置
）
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を

「
健
康
プ
ラ
ザ
意
見
公
募
」
と

し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
は
そ
の
ま
ま
公
表
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
文

に
は
、
個
人（
本
人
含
む
）や
第

三
者
が
特
定
さ
れ
る
内
容
は
記

載
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
意
見
に
対
す
る
個
別
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
。

※
電
話
・
口
頭
な
ど
で
の
意
見

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▽
報
告
書（
本
編
・
概
要
版
）閲

覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
１
階

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
地
域
振

興
プ
ラ
ザ
、
平
尾
・
若
葉
台
出

張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ
ー
、
中

央
図
書
館

※
概
要
版
の
報
告
書
は
、
持
ち

帰
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市
保
健

セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４
２
１

３７８

表２　人的控除

市民税・
都民税所得税控除名

３３万円３８万円基礎控除

３３万円３８万円扶養控除

３３万円３８万円配偶者控除

２６万円２７万円障害者控除

※この他は問い合わせてください。

開開
催催
しし
まま
すす

多多
摩摩
・・
島島
しし
ょょ

子子
どど
もも
体体
験験
塾塾

　

東
京　

市
町
村
で
は
、
次
世

３９

代
の
子
供
た
ち
に
様
々
な
感
動

体
験
を
提
供
す
る
「
子
ど
も
体

験
塾
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
稲
城

市
・
町
田
市
・
多
摩
市
が
共
同

で
「
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

稲
城
市
・
町
田
市
・

多
摩
市
在
住
・
在
学
の
小
・
中

学
生

▽
期
日　

７
月　

日（
月
）

２８

※
小
雨
決
行

▽
会
場　

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
球
場
、
東
京
ヴ

ェ
ル
デ
ィ
サ
ッ
カ
ー
場
、
よ
み

う
り
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
、
よ
み

う
り
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

▽
内
容　

左
上
表
の
と
お
り

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が

き
の
往
信
裏
面
に
参
加
希
望
教

室
名
（
午
前
の
部
ま
た
は
午
後

の
部
も
記
入
）
、
氏
名
、学
年
、

住
所
、
連
絡
先
、
①
②
を
希
望

す
る
方
で
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

い
る
方
は
チ
ー
ム
名
、
③
④
⑤

国
民
年
金

国
民
年
金

▽▽
申申
請
・
問
い
合
わ
せ

請
・
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
年
金
係

保
険
年
金
課
年
金
係

　

国
民
年
金
は
原
則
と
し
て　
２０

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
が
加
入

６０

す
る
制
度
で
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
免

除
期
間
、
合
算
対
象
期
間
（
任

意
加
入
対
象
期
間
の
う
ち
任
意

加
入
し
な
か
っ
た
期
間
な
ど
）

を
合
わ
せ
て　

年
以
上
あ
る
こ

２５

と
が
必
要
で
す
。
次
の
方
は
、

　

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
し

６５て
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方　

①　

歳
に
な
っ
て

６０

も
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な

い
方　

②
年
金
額
を
満
額
に
近

づ
け
た
い
方

※
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ

て
受
給
し
て
い
る
方
は
任
意
加

入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
請
方
法　

年
金
手
帳
、
口

座
振
替
す
る
金
融
機
関
の
通
帳

と
お
届
け
印
を
持
参
の
う
え
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

歳
以
降

国
民
年
金
保
険
料
は　

歳
以
降

６０６０

で
も
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す

で
も
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す

特
例
制
度

特
例
制
度

歳
に
な
っ
て
も

　

歳
に
な
っ
て
も
期
間
が

期
間
が

６５６５足
り
な
い
方
へ

足
り
な
い
方
へ

市市民民税税・・
都都民民税税のの
主主なな改改正正点点

▽▽申告・問い合わせ申告・問い合わせ
課税課市民税係課税課市民税係

　
　

歳
に
な
っ
て
も
老
齢
基
礎

６５
年
金
の
受
給
資
格
期
間
の　

年
２５

を
満
た
し
て
い
な
い
方
は
、　
７０

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
で
き

る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
特
例
は
、
受
給
資
格
期

間
を
満
た
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

▽
対
象　

昭
和　

年
４
月
１
日

４０

以
前
に
生
ま
れ
た
方

▽
申
請
方
法　

年
金
手
帳
、
口

座
振
替
す
る
金
融
機
関
の
通
帳

と
お
届
け
印
を
持
参
の
う
え
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
定
額
保

険
料
（
月
額
１
万
４
千
４
１
０

円
）
に
付
加
保
険
料
（
月
額
４

０
０
円
）
を
加
算
し
て
納
付
す

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加

年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象　

第
一
号
被
保
険
者
ま

た
は
任
意
加
入
被
保
険
者　

▽
付
加
年
金
額　
　

円
×
付
加

２００

保
険
料
納
付
月
数

▽
申
請
方
法　

年
金
手
帳
を
持

参
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。 お

勧
め
し
ま
す

お
勧
め
し
ま
す 

付
加
保
険
料

付
加
保
険
料

を
希
望
す
る
方
は
ゴ
ル
フ
経
験

の
有
無
、
返
信
表
面
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
の
う

え
、　

ア
オ
イ
ス
ポ
ー
ツ
企
画

（株）

多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾

第
五
ブ
ロ
ッ
ク
実
行
委
員
会
事

務
局
（
〒　

・　

稲
城
市
矢
野

２０６

０８１２

口
３
２
６
６
の
１　

よ
み
う
り

ラ
ン
ド
内
）
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月　

日
必
着

２７

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
問
い
合
わ
せ　

キ
ッ
ズ
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務
局

1　

・　

・
３
９
０
１
（　

時

０４４

９６６

１０

〜
午
後
６
時
。
土
・
日
曜
日
を

除
く
）

キッズスポーツフェスティバル内容
定員時　間対　象教室名
各
１５０人

午前の部＝１０時４５分～１２時１５分小学生①読売巨人軍ＯＢ選手
による少年野球教室 午後の部＝１時～２時３０分

各
１５０人

午前の部＝１０時３０分～正午小学生②東京ヴェルディサッ
カー教室 午後の部＝１時～２時３０分　

各
１００人

午前の部＝１０時３０分～正午小学生③ＰＧＡ・ＬＰＧＡ公認
プロによるゴルフ教室 午後の部＝１時～２時３０分

各
４０人

午前の部＝１０時３０分～正午小・中学生④ゴルフボール打撃レ
ッスン 午後の部＝１２時４５分～２時１５分

４０人１時３０分～５時小・中学生 
※要ラウンド経験

⑤ゴルフラウンドレッ
スン



２０・６・１（３）　代表電話は３７８－２１１１

地域安全情報�警視庁�

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
医

療
保
険
制
度
の
保
険
給
付
と
し

て
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
医
療

費
を
支
払
っ
て
お
り
、
国
民
健

康
保
険
税
や
国
・
都
の
支
出
金
、

市
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な

ど
を
財
源
と
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
市
全
体
と
し

て
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、
歳

出
削
減
に
努
め
て
い
る
中
で
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
赤
字
補

て
ん
で
あ
る
繰
入
金
を
増
額
し

　

国
民
健
康
保
険
財
政
は
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医

療
技
術
の
高
度
化
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
に
伴
い

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
４
月
か
ら
国

民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

て
い
く
こ
と
は
、
他
の
事
業
へ

の
圧
迫
と
も
な
り
、
非
常
に
困

難
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
の
負
担

の
公
平
を
図
り
、
健
全
な
運
営

に
資
す
る
た
め
、
国
民
健
康
保

険
税
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
が

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
が

変
わ
り
ま
し
た

変
わ
り
ま
し
た

　

税
率
な
ど
の
改
定
に
当
た
っ

て
は
、
市
長
が
稲
城
市
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
に 
諮  
問 
し
、

し 

も
ん

審
議
し
た
結
果
、
１
月
に
答
申

を
得
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

賦
課
限
度
額
や
各
税
率
の
改
定
、

そ
れ
に
伴
う
附
帯
意
見
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
下
表
の
よ
う
に
改

定
し
ま
し
た
。　

年
度
か
ら
、

２０

医
療
分
、
介
護
分
に
加
え
て
、

新
た
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

の
国
民
健
康
保
険
税
が
賦
課
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
長

寿
医
療
制
度
）
で
必
要
と
な
る

医
療
費
な
ど
を
国
民
全
体
で
支

え
あ
う
と
い
う
考
え
方
に
基
づ

き
、
現
役
世
代
（
国
民
健
康
保

険
・
被
用
者
保
険
）
が
そ
の
４

割
を
負
担
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

４
月
以
降
、　

歳
以
上
の
方

７５

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
し
、
個
人
単
位
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
世
帯
単
位
で
加
入
し
て

い
た
方
が
、
国
民
健
康
保
険
に

残
ら
れ
る
場
合
の
税
負
担
が
、

急
に
増
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

次
の
よ
う
な
軽
減
措
置
が
あ
り

ま
す
。

国民健康保険税改定の内容
医療分の税率

１９年度２０年度項目
５．１０％（総所得金額など－３３万円）×３．５０％所得割
８．００％固定資産税額×６．００％資産割
１９，８００円国保加入者人数×１８，６００円均等割
 ９，４００円一世帯当たり４，７００円平等割
　５３万円４７万円賦課限度額

４
月
か
ら�

後
期
高
齢
者�

医
療
制
度�

被
保
険
者�

国
民
健
康
保
険�

被
保
険
者�

国
民
健
康
保
険�

被
保
険
者�

妻（７２歳）� 夫（７６歳）� 妻（７２歳）　夫（７６歳）�

①
所
得
の
低
い
方
の
保
険
税
の

軽
減
が
引
き
続
き
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

保
険
税
の
軽
減
を
受
け
て
い

る
世
帯
は
、
世
帯
構
成
や
収
入

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
５
年
間

今
ま
で
と
同
じ
軽
減
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
月
か
ら�

後
期
高
齢
者�

医
療
制
度�

被
保
険
者�

国
民
健
康
保
険�

被
保
険
者�

（
新
た
な
保
険
税
負
担
）�

会
社
の
健
康
保
険�

被
保
険
者（
夫
）と�

被
扶
養
者（
妻
）�

妻（７２歳）� 夫（７６歳）� 妻（７２歳）　夫（７６歳）�

　

新
た
に
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
、
保
険
税
を
納
め
る
こ
と

に
な
っ
た
方
は
、
２
年
間
、
所

得
や
資
産
に
応
じ
て
負
担
す
る

保
険
税
が
免
除
さ
れ
る
と
と
も

に
均
等
割
（
被
保
険
者
一
人
当

た
り
で
負
担
す
る
保
険
税
）
が

半
額
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

被
保
険
者
が
一
人
の
場
合
な
ど

に
は
、
平
等
割
も
半
額
に
な
り

ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・

予
防
を
目
的
と
し
た
「
特
定
健

康
診
査
」
を
行
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
加
入
者
に
は
市
か
ら

６
月
中
旬
以
降
に
順
次
「
受
診

券
」
を
送
り
ま
す
の
で
市
内
の

指
定
医
療
機
関（
下
表
参
照
）で

予
約
の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

※
予
約
や
受
診
時
間
は
医
療
機

関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
社
会
保
険
な
ど
の
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

健
保
組
合
な
ど
か
ら
の
通
知
に

基
づ
い
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
方
（　

４０

４０

歳
に
到
達
す
る
方
も
対
象
）

▽
受
診
期
間　

６
月
中
旬
〜　
１０

月
末

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
係

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長

依依然減らない然減らない
振り込め詐欺に　振り込め詐欺に
だまされないために！だまされないために！

　市役所の職員を装い「医療費や税金な
どの過払いの還付金があります」や「払
い過ぎた医療費や税金をお返しします」
と言い、ＡＴＭへ誘導するような電話が
突然自宅へ掛かってきたら、この電話は
振り込め詐欺の犯人からの電話です。市
では、還付金などの手続きをＡＴＭで操
作させることは絶対にありません。
　振り込め詐欺は、言葉巧みに巻き込み、
冷静に考える余裕がなくなるため、振り
込め詐欺の手口を知っている方でもだま
されてしまいます。被害に遭われたほと
んどの方は「振り込め詐欺は知っていた
が、まさか自分に電話が掛かり被害者に
なるとは思わなかった」と話しています。
　被害に遭わないためには、不審な電話
が掛かってきたら、まず家族や市役所・
警察に相談してください。

▽問い合わせ　多摩中央警察署　1３７５－
０１１０

②
平
等
割
（
世
帯
ご
と
に
負
担

す
る
保
険
税
）
が
半
額
に
な
り

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

が
一
人
と
な
る
場
合
に
は
、
５

年
間
、
平
等
割
が
半
額
に
な
り

ま
す
。

 
改
定
の
理
由

 
改
定
ま
で
の
経
過

　

４
月
か
ら
始
ま
っ
た

新
し
い
制
度
に
つ
い
て
、

様
々
な
ご
意
見
・
ご
質

問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、紹
介
し
ま
す
。

問
何
が
変
わ
っ
た
の
か
。

答
「
保
険
証
」
が
変
わ

り
ま
し
た
。
従
来
は
国

民
健
康
保
険
や
社
会
保

険
な
ど
、
運
営
し
て
い

る
機
関（
保
険
者
）ご
と

に
違
い
ま
し
た
が
、
４

月
か
ら
は
都
道
府
県
ご
と

に
あ
る
広
域
連
合
が
発
行

し
て
い
る
同
じ「
保
険
証
」

に
な
り
ま
し
た
（
保
険
料

率
や
給
付
方
法
も
都
内
で

す
べ
て
同
じ
で
す
）
。

問
保
険
料
の
徴
収
は
年
金

天
引
き
と
聞
い
て
い
る
が
、

私
は
年
金
天
引
き
に
な
っ

て
い
な
い
の
は
ど
う
し
て

か
。

答
４
月
か
ら
保
険
料
の
年

金
天
引
き
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
ま
ず
介
護
保
険
料

が
年
金
天
引
き
に
な
っ
て

い
る
方
が
対
象
で
す
。
ま

た
、
個
人
ご
と
に
年
金
の

種
類
や
額
が
そ
れ
ぞ
れ
違

い
、
例
え
ば
国
民
年
金
に

老
齢
基
礎
年
金
部
分
が

あ
る
場
合
、
こ
の
部
分

が
年
金
天
引
き
の
対
象

に
な
り
ま
す
（
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
と
介

護
保
険
料
と
の
合
算
額

が
基
礎
年
金
額
の
半
分

を
超
え
た
場
合
は
天
引

き
に
は
な
り
ま
せ
ん
）。

　

新
制
度
開
始
前
に
社

会
保
険
だ
っ
た
方
は　
１０

月
か
ら
年
金
天
引
き
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
ま
で
は
７
月
に
お
送

り
す
る
納
付
書
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険

年
金
課
後
期
高
齢
者
医

療
係

 
改
定
の
内
容

健
康
診
査

後期高齢者支援金分の税率（新設）
１９年度２０年度項目

なし

（総所得金額など－３３万円）×１．４８％所得割
固定資産税額×２．００％資産割
国保加入者人数×７，７００円均等割
一世帯当たり１，８００円平等割
１２万円賦課限度額

介護分の税率（４０歳以上６５歳未満の国民健康保険加入者）
１９年度２０年度項目
１．００％（総所得金額など－３３万円）×１．５０％所得割
変更なし固定資産税額×２．００％資産割
８，４００円国保加入者人数×１１，５００円均等割
２，７００円一世帯当たり１，３００円平等割
変更なし９万円賦課限度額

後期高齢者後期高齢者
医療制度医療制度

（長寿医療制度）（長寿医療制度）
②②

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
長
寿
医
療
制
度
）創
設

（
長
寿
医
療
制
度
）創
設

に
伴
い
国
民
健
康
保
険

に
伴
い
国
民
健
康
保
険

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

歳
以
上
の
方
が
会
社
の
健
康

７５保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
被
扶

養
者（　

歳
〜　

歳
）が
新
た
に

６５

７４

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
る
場
合

　

歳
以
上
の
方
が
後
期
高
齢
者

７５医
療
制
度
、　

歳
未
満
の
方
が

７５

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
る
場
合

市内指定医療機関
休診日健康診査の受付時間電話番号所在地区医療機関名

木・日曜日、祝日８時３０分～１２時３０分、３時３０分～午後６時３０分。土曜日＝８時３０分～１１時３０分３７７－５２７８矢野口石坂医院
水・日曜日、祝日９時～正午、３時～午後６時。土曜日＝９時～正午３７７－６４３３矢野口谷平医院
木・日曜日、祝日９時～１２時３０分、３時～午後６時。土曜日＝９時～１２時３０分３７９－０９３９矢野口矢野口クリニック
水・日曜日、祝日１０時～正午、４時～午後６時。土曜日＝９時３０分～正午３７７－００３５矢野口こせき内科クリニック

木・日曜日、祝日９時～正午、３時～午後７時。土曜日＝９時～正午、２時～４時
※最終受付は、いずれも３０分前３７０－８７７０矢野口かじわら内科泌尿

器科クリニック
木・日曜日、祝日９時～正午３７７－６０２７東長沼松本医院

日曜日、祝日９時～正午、３時～午後６時３０分。水曜日＝９時～正午
土曜日＝９時～１２時３０分３７９－４８５１東長沼東長沼クリニック

木・日曜日、祝日９時～正午、３時～午後６時３０分。土曜日＝９時～正午３７９－４８７０東長沼あべ内科クリニック

土・日曜日、祝日
９時～９時３０分〔１日１０人まで（予約受付時間は１時３０分～３
時。予約時に診察券があればあらかじめ用意してください）〕
※当日は健康診査のみで治療はしません。

３７７－０９３１大丸稲城市立病院

木・日曜日、祝日９時～１１時、３時３０分～５時。土曜日＝９時～１１時３７７－６１２８大丸稲城診療所
木・日曜日、祝日９時～１１時３７８－３３３３百村菊池医院
木・日曜日、祝日９時～正午、３時～午後６時。土曜日＝９時～正午３３１－８２０１平尾高クリニック
木・日曜日、祝日９時～１２時３０分、３時～午後６時３０分。土曜日＝９時～１２時３０分３３１－８５７０平尾簡野クリニック
木・日曜日、祝日９時～正午、２時３０分～午後６時。土曜日＝９時～正午３３１－８２２１平尾平尾内科クリニック
木・日曜日、祝日９時～１２時３０分、３時～午後６時３０分。土曜日＝９時～１２時３０分３７８－３２２４押立桜井医院
水・日曜日、祝日９時３０分～１１時３０分３７８－６６７７向陽台向陽台クリニック

日曜日、祝日９時～正午、３時～午後６時。水曜日＝９時～正午
※土曜日は健康診査を行いません。３５０－７１７１長峰長峰クリニック

日曜日、祝日９時～正午、３時～午後７時。土曜日＝９時～１時３５０－６０７５若葉台若葉台クリニック
※特定健康診査または後期高齢者医療制度の健康診査は、指定医療機関によって受診時間などが異なります。事前に
確認・予約し、受診券を持って指定医療機関で受診してください。

関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
方
（　

７５

７５

歳
に
到
達
す
る
方
も
対
象
）

▽
健
診
期
間　

９
月
〜　

年
３

２１

月
末

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

後
期
高
齢
者
医
療
係

歳
以
上
の
方
を
対
象
と

　

歳
以
上
の
方
を
対
象
と

４０４０し
た
特
定
健
康
診
査

し
た
特
定
健
康
診
査

寿
医
療
制
度
）
の
健
康
診
査
を

行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
市
か

ら
順
次
「
受
診
券
」
を
送
り
ま

す
の
で
、
市
内
の
指
定
医
療
機

関（
左
表
参
照
）で
予
約
の
う
え
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
や
受
診
時
間
は
医
療
機

歳
以
上
を
対
象
と
し
た

　

歳
以
上
を
対
象
と
し
た

７５７５後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
長

後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
長

寿
医
療
制
度
）の
健
康
診
査

寿
医
療
制
度
）の
健
康
診
査



２０・６・１ 代表電話は３７８－２１１１　（４）

表２　酸性雨調査結果

酸性雨を示す
ｐＨｐＨ採取日

５．６以下

５．１１９年５月２５日

５．２１９年７月３０日

５．７１９年１２月２８日

６．５２０年３月１０日

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

水水
質質
・
酸
性
雨
・

・
酸
性
雨
・

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
・・
交
通
量
の
調
査
結
果

交
通
量
の
調
査
結
果

▽▽
問
い
合
わ
せ

環
境
課
環
境
保
全
係

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
保
全
係

　
　

年
６
月
に
道
路
交
通
法
が

１９
改
正
さ
れ
、　

年
６
月
１
日
か

２０

ら
そ
の
一
部
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
改
正
を
機
会
に
、家
庭
、

学
校
、
職
場
な
ど
で
話
し
合
う

場
を
設
け
、
皆
さ
ん
で
交
通
事

故
防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
主
な
改
正
点

○
小
学
生
以
下
の
子
供
を
自
転

車
に
乗
せ
る
時
は
、
保
護
者
は

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら

せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

幼
児
・
児
童
が
自
転
車
の
転

倒
で
頭
部
を
負
傷
す
る
危
険
性

を
保
護
者
が
十
分
に
理
解
し
、

自
転
車
で
出
か
け
る
時
に
は
乗

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

後
部
座
席
非
着
用
者
の
致
死

率
は
着
用
者
の
約
４
倍
に
も
な

り
ま
す
。
後
部
座
席
も
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

東
京
都
と
稲
城
市
、　

東
日

JR

本
が
進
め
て
い
る　

南
武
線
連

JR

続
立
体
交
差
事
業
で
は
、
稲
城

長
沼
駅
東
側
か
ら
南
多
摩
駅
西

側
の
間
で
高
架
橋
工
事
を
安
全

に
進
め
る
た
め
、
上
り
線
（
川

崎
方
面
）
を
仮
上
り
線
に
切
り

替
え
る
工
事
を
行
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、　

南
武
線
の
一
部
区

JR

間
が
運
休
し
ま
す
。

▽
期
日　

６
月　

日（
土
）・　

２８

２９

日（
日
）

▽
時
間　
　

日
＝
午
後
９
時
頃

２８

〜
終
電
、　

日
＝
始
発
〜
午
前

２９

７
時
頃

▽
区
間　

矢
野
口
駅
〜
府
中
本

町
駅（
上
右
図
参
照
）

※
運
休
時
間
中
は
、
矢
野
口
駅

と
分
倍
河
原
駅
の
間
で
バ
ス
に

よ
る
代
行
輸
送
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
広
報
い
な
ぎ
６
月

　

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１５▽
問
い
合
わ
せ　

区
画
整
理
課

南
武
線
・
三
駅
整
備
係

命
講
習
受
講
優
良
証
」
中
、
文

中
及
び
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「
京

王
帝
都
電
鉄　

」
と
あ
る
の
は

（株）

「
京
王
電
鉄　

」
の
誤
り
で
し

（株）

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

警
防
課
救
急
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

　夕方の天気予報でおなじみ
のお天気キャスター、森田正
光氏（右写真）をお招きし、異
常気象を通して、実感できる
形で地球温暖化を読み解き、
実際に私たちが取り組むべき
温暖化対策についての提言を
していただきます。

▽期日　６月２１日（土）

▽時間　１時５０分～３時３０分（１時開場）

▽会場　中央文化センター

▽講師　森田　正光氏（お天気キャスター）

▽対象　市内在住・在勤・在学で中学生以上の方

▽定員　３８５人（先着順）

▽費用　無料

▽共催　首都圏エネルギー懇談会

▽申し込み方法　電話、ファクス（5３７８－３３１０）、
メール（kankyou@city.inagi.lg.jp）のいずれかの方
法で申し込んでください。
※ファクス・メールの場合は、氏名（複数人の場合
は、代表者氏名）・電話番号・住所または勤務地の
地区名、参加人数を記入してください。

▽申込期限　６月２０日

▽申し込み・問い合わせ　環境課環境保全係

　地球温暖化防止に向けたパネル展を開催します。

▽期間　６月９日（月）～２７日（金）※閉庁日を除く。

▽会場　市役所１階ロビー

▽問い合わせ　環境課環境保全係

表１　河川水質調査結果
（類型指定のある河川）

ＳＳ
（ｍｇ／�）

ＢＯＤ
（ｍｇ／�）ｐＨ調査地点河川名

２．８１．４７．６多摩川原橋
多摩川 ２５以下３以下６．５以上

８．５以下環境基準（Ｂ類型）

３．０２．０７．７坂浜２２５７番地先

三沢川
２．３２．６７．８亀山橋
５．０１．７７．７天神橋

５０以下５以下６．５以上
８．５以下環境基準（Ｃ類型）

（類型指定のない河川）
ＳＳ

（ｍｇ／�）
ＢＯＤ
（ｍｇ／�）ｐＨ調査地点河川名

 ７．５１．４７．９大丸１３３０番地先谷戸川 １０．３９．１８．９多摩川合流前
１７．８５．０７．２平尾１－６０麻生川  ９．３５．２７．３平尾２－２０
 ７．８１．４７．８武蔵野線鉄橋下

大丸用水

 ４．５１．４７．７分量橋
 ５．５１．３７．９大丸地区会館
 ７．０１．２７．４元釣堀センター先
 ８．８１．８７．８葎草橋
 ４．５１．５７．８東長沼１９９７番地
 ７．８１．４７．９中藤公園前
 ５．０１．９７．７多摩川放流口
 ７．３５．６７．４田川
１４．０１．５７．６菅堀
１０．０３．６７．８清水川

※数値は、年４回（１９年６月・１０月・１１月、２０年２月）採水した平均値です。
※ｐＨ（水素イオン濃度）＝水の酸性、アルカリ性の度合いを示す指標で、
ｐＨが７の時は中性で、それより大きい時はアルカリ性、小さい時は酸性
になります。中性でなくなると水生生物などへの影響が懸念されます。
※ＢＯＤ（生物科学的酸素要求量）＝水中の有機物が微生物により分解さ
れる時に消費される酸素の量。有機物汚染のおよその指標になります。
※ＳＳ（浮遊物質量）＝水中に浮遊している直径２㎜以下の粒子状の物質
の量で、この値が高くなると透明度が悪くなり、光の透過が妨げられ水
生生物の光合成への影響や魚類のえらが詰まる原因ともなります。

表３　ダイオキシン類調査結果
（単位：pｇ－ＴＥＱ／�）3m

環境基準計測値実　施　日

０．６以下

０．０３１１９年８月１６日
　　　～２３日夏季

０．０４５２０年２月１日
　　　～８日冬季

１ｐｇ（ピコグラム）＝１兆分の１ｇ

表４　主要街道・交差点交通量調査結果
測定日時交通量調査地点

１９年８月２１日　　
午前７時～　　　
　　　　午後７時

３７,１０４台川崎街道矢野口交差点

交
差
点

２６,９３３台川崎街道大丸交差点
１３,５２９台鶴川街道坂浜交差点
８,８０８台稲城大橋入口交差点
１２,７５３台城山交差点
１４,９５０台若葉台入口交差点

１９年８月２１日午前７
時～１９年８月２２日午
前７時

２３,５０２台川崎街道（東長沼陸橋西側）主要
街道 ２７,０７９台川崎街道（稲城市立病院前）

　

川
崎
街
道
矢
野
口
交
差
点
の

交
通
量
は
昨
年
度
に
比
べ
て
３

千
台
以
上
増
加
し
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
他
の
交
差

点
は
お
お
む
ね
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

※　

年
度
の
二
酸
化
窒
素
な
ど

１９
の
大
気
汚
染
状
況
調
査（
８
月
）

結
果
は
、
「
広
報
い
な
ぎ　

年
１９

　

月
１
日
号
３
面
」
に
掲
載
し

１２ま
し
た
。

　

お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
無
料

で
行
い
ま
す
。
モ
デ
ル
ガ
ン

な
ど
の
危
険
な
お
も
ち
ゃ
は

取
り
扱
い
ま
せ
ん
。　

▽
期
日　

６
月　

日（
土
）　

２１

※
雨
天
で
も
行
い
ま
す
。

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

▽
費
用　

無
料
（
部
品
交
換

の
場
合
は
実
費
負
担
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ　

1

　

・
５
３
７
４

３７９※
通
常
開
館
日
は
水
曜
日
と

金
曜
日

歳
以
上
の
方
な
ど
は
「
自
転
車

通
行
可
」
の
標
識
が
な
い
歩
道

で
も
、
歩
道
を
自
転
車
で
走
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
で
す
。

歩
行
者
が
多
い
時
は
一
旦
降
り

て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

歩
道
を
走
行
す
る
時
は
車
道
寄

り
を
ゆ
っ
く
り
走
り
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
交
通

対
策
係
、
多
摩
中
央
警
察
署　

1　

・
０
１
１
０

３７５

ごみの量（４月）�
家庭ごみ　前年同月比で約3.0％の減量�

　前年同月の一人１日当たりのご
み量は、燃えるごみ４７４グラム、燃
えないごみ６２グラム、合計５３６グラ
ムだったため、約３.０％の減となり
ました。さらなるごみ減量のため、
分別などにご協力ください。

▽問い合わせ　環境課ごみ・リサ
イクル係

一人１日当たり市内収集量区　分

４６９ｇ１,１４１ｔ燃えるごみ

５１ｇ １２５ｔ燃えないごみ

５２０ｇ１,２６６ｔ合　計

自
転
車
の
歩
道
通
行
の

自
転
車
の
歩
道
通
行
の
ル
ー
ル
ー

ル
が
変
更
さ
れ
ま
す

ル
が
変
更
さ
れ
ま
す

自
転
車
に
乗
車
す
る
子
供
へ
の

自
転
車
に
乗
車
す
る
子
供
へ
の

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
努

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
努

力
義
務
が
導
入
さ
れ
ま
す

力
義
務
が
導
入
さ
れ
ま
す

自
動
車
の
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

自
動
車
の
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
ル
ト
着
用
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

着
用
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　

市
で
は
、
市
内
の
環
境
の
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
毎
年
環

境
に
関
す
る
各
種
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。　

年
度
に
行
っ
た

１９

調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
河
川
水
質
調
査
結
果

（
表
１
参
照
）

水
道
の
整
備
に
よ
っ
て
、
生
活

排
水
に
よ
る
水
質
汚
染
の
影
響

は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

②
酸
性
雨
調
査
結
果

（
表
２
参
照
）

　

市
内
の
酸
性
雨
を
調
査
す
る

た
め
、
市
役
所
敷
地
内
で
採
取

し
た
雨
水
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

酸
性
雨
と
は
、
工
場
の
排
煙

や
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に
含
ま

れ
て
い
る
硫
黄
酸
化
物
、
窒
素

酸
化
物
な
ど
の
大
気
汚
染
物
質

が
、
雨
の
中
で
酸
化
し
た
酸
性

の
雨
の
こ
と
で
す
。酸
性
雨
は
、

魚
類
の
生
息
の
他
、
植
物
、
農

作
物
の
発
育
に
影
響
が
出
ま
す
。

③
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

調
査
結
果（
表
３
参
照
）

　

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
濃
度
を
把
握
す
る
た
め
、
市

役
所
屋
上
で
採
取
し
測
定
を
し

て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
環
境

④
主
要
街
道
・
交
差
点

交
通
量
調
査
結
果 

（
表
４
参
照
）

基
準
の
０
・
６
ｐ
ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／

�
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

濃
度
は
、　

年
に
減
少
し
た
後

１４

は
、
お
お
む
ね
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
の
病
院

2008環境シンポジウム
in稲城

おお天天気気キキャャススタターー 森森田田 正正光光氏氏講講演演会会
異異常常気気象象とと環環境境問問題題～～どどううななるる地地球球温温暖暖化化

開催します パネル展 開催します　パネル展

○
小
学
生
以
下
の
子
供
及
び　
７０

▲乗車用ヘルメットを着用しての自転車
運転免許試験の様子（若葉台小学校）

　

南
武
線

南
武
線

JRJR高高
架
化
工
事
の
た
め

架
化
工
事
の
た
め

運
休
し
ま
す

運
休
し
ま
す

◆
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
な
ぎ
５
月　

日
号
４

１５

面
、
「
市
か
ら
初
の
交
付　

救

歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
高
齢

　

歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
高
齢

７５７５運
転
者
標
識（
も
み
じ
マ
ー
ク
）の

運
転
者
標
識（
も
み
じ
マ
ー
ク
）の

表
示
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

表
示
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

施施行行さされれまますす

 改改正正
道路道路交通交通法法
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鶴
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稲
城
大
橋�

有
料
道
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多摩川�
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事業区間�

今回の切り替え工事区間�今回の切り替え工事区間�
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▲

区
間
図

　

河
川
や
用
水
路
は
、
公
共
下
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高
齢
者

高
齢
者

理
美
容
割
引
券

理
美
容
割
引
券

　

今
年
度
で　

回
目
を
迎
え
る

３１

「
女
と
男
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
い
な

ぎ
」
は
、
人
が
そ
の
性
別
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
個
性
や
能
力
を
発
揮

で
き
る
社
会
を
目
指
す
た
め
の

学
習
の
場
・
交
流
の
場
と
し
て

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
フ
ェ
リ
ス
女
学

院
大
学
教
授
の
諸
橋
泰
樹
氏
に

よ
る
基
調
講
演
の
ほ
か
、
分
科

会
を
企
画
し
て
参
加
者
同
士
の

活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ

る
な
ど
意
義
あ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
し
て
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（　
２１

年
２
月
頃
実
施
予
定
）の
企
画
・

運
営
・
記
録
集
づ
く
り
を
行
う

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
実

行
委
員
会
に
は
毎
回
一
時
保
育

が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
育
て
中

の
方
も
一
緒
に
楽
し
く
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

▽
期
間　

７
月
〜　

年
３
月（
毎

２１

月
１
、
２
回
２
時
間
程
度
。
主

に
土
曜
日
の
午
前
中
に
活
動
予

定
）

※
一
時
保
育
あ
り
（
生
後
６
カ

月
以
上
の
乳
幼
児
）
。

※
報
酬
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
会
場　

男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
）

▽
定
員　
　

人
程
度

１５

▽
応
募
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
（k

y
ou
d
ou
su
i

@
city
.in
ag
i.lg
.jp

）
、
郵
送

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
郵
送

の
場
合
は
氏
名
、
連
絡
先
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

６
月　

日
３０

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

協
働

推
進
課
女
性
青
少
年
係

　

人
は
、
貴
金
属
の
ど
ん
な
と

こ
ろ
に
価
値
を
見
出
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
中
に
は
、
貴
金

属
に
高
い
お
金
を
出
し
て
ま
で

持
と
う
と
は
思
わ
な
い
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
。
果
た
し
て
、

そ
の
価
値
は
永
久
不
変
な
の
で

し
ょ
う
か
。
自
称
分
析
屋
の
山

本
さ
ん
か
ら
、
実
は
私
た
ち
の

周
り
に
た
く
さ
ん
隠
れ
て
い
る
、

貴
金
属
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
話

を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

６
月
６
日（
金
）

▽
時
間　

午
後
７
時
〜

▽
話
し
手　

山
本　

和
正
氏（
稲

城
国
際
交
流
の
会
、
矢
野
口
在

住
）　

▽
会
場　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
）

▽
費
用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ
（
協

働
推
進
課
）
、h

ttp
://w
w
w
.

i

‐in
ag
i

‐su
p
p
ort.org

/

　

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
、
海

や
川
、
プ
ー
ル
な
ど
で
水
に
入

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

水
の
事
故
か
ら
尊
い
命
を
守

る
た
め
に
水
の
怖
さ
を
知
り
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
子
供
の
水
泳
や
水
遊
び
に
は

大
人
が
必
ず
同
伴
し
、
目
を
離

さ
な
い
。

○
海
や
プ
ー
ル
に
入
る
前
に
は
、

十
分
な
準
備
運
動
を
す
る
。

○
水
温
が
低
い
時
、
体
調
の
悪

い
時
、
お
酒
を
飲
ん
だ
時
は
水

に
入
ら
な
い
。

○
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る

子
供
を
見
つ
け
た
ら
、
必
ず
注

意
を
す
る
。

○
台
風
な
ど
の
大
雨
で
河
川
が

増
水
し
て
い
る
時
は
、
近
づ
か

な
い
。

　

万
が
一
の
場
合
に
備
え
て
人

工
呼
吸
な
ど
応
急
手
当
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。
応
急
手
当
の

講
習
会
は
稲
城
消
防
署
で
行
っ

て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

警
防
課
警
防
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

 
推
進
事
項

○
危
険
物
施
設
に
お
け
る
火
災
、

漏
え
い
事
故
防
止

○
危
険
物
施
設
の
日
常
点
検
に

よ
る
安
全
対
策

○
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
に
お
け
る

安
全
対
策

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の
適
切

な
給
油
方
法

①
給
油
設
備
の
静
電
気
除
去
シ

ー
ト
に
触
れ
る
。

②
給
油
ノ
ズ
ル
が
止
ま
る
と
こ

ろ
ま
で
確
実
に
差
し
込
む
。

③
給
油
ノ
ズ
ル
の
レ
バ
ー
が
止

ま
る
と
こ
ろ
ま
で
確
実
に
引
く
。

④
自
動
的
に
給
油
が
止
ま
っ
た

ら
、
そ
れ
以
上
給
油
し
な
い
。

⑤
給
油
後
は
給
油
ノ
ズ
ル
を
確

実
に
元
の
位
置
に
戻
す
。

※
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
入
れ
る

容
器
は
、
消
防
法
令
に
よ
り
規

制
さ
れ
て
い
ま
す
。
灯
油
用
ポ

リ
容
器
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る

こ
と
は
非
常
に
危
険
で
す
の
で

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
（
セ
ル

フ
ス
タ
ン
ド
で
、
利
用
客
が
自

ら
ガ
ソ
リ
ン
を
容
器
に
入
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

予
防
課
予
防
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

　

市
で
は
、
市
内
の
理
髪
店
・

美
容
院
で
利
用
で
き
る
割
引
券

を
お
届
け
し
ま
す
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
市
内
在

75

住
で
住
民
税
非
課
税
の
方

▽
枚
数　

一
人
５
枚
ま
で　

※
申
請
日
に
よ
っ
て
枚
数
が
異

な
り
ま
す
。

▽
利
用
期
間　
　

年
３
月　

日

21

31

（
火
）ま
で

▽
申
請
方
法　

直
接
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
６
月
中
に
申
請
さ
れ
る
方
で

　

年
１
月
２
日
以
降
に
稲
城
市

19に
転
入
さ
れ
た
方
と
、
７
月
以

降
に
申
請
さ
れ
る
方
で　

年
１

20

月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方

は
、
前
住
所
地
の
住
民
税
非
課

税
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

特
殊
疾
病

特
殊
疾
病

患
者
見
舞
金

患
者
見
舞
金

　

難
病
に 
罹  
患 
し
て
、
治
療
中

り 

か
ん

の
方
に
特
殊
疾
病
患
者
見
舞
金

を
支
給
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る　

疾
病　

人
工

７４

透
析
を
必
要
と
す
る
腎
不
全
、

先
天
性
血
液
凝
固
因
子
欠
乏
症

等
、
ス
モ
ン
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト

病
、
重
症
筋
無
力
症
、
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
多
発
性

硬
化
症
、
再
生
不
良
性
貧
血
、

強
皮
症
・
皮
膚
筋
炎
及
び
多
発

性
筋
炎
、
筋 
萎 
縮
性
側
索
硬
化

い

症
、
特
発
性
血
小
板
減
少
性 
紫  し

 
斑 
病
、
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
、

は
ん高

安
病
、結
節
性
動
脈
周
囲
炎
、

 
潰  
瘍 
性
大
腸
炎
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー

か
い 
よ
う

病
、
天 
疱  
瘡 
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

ほ
う 
そ
う

病
関
連
疾
患
（
進
行
性
核
上
性

麻 
痺 
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性

ひ

症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
）
、
劇

症
肝
炎
、 
脊  
髄 
小
脳
変
性
症
、

せ
き 
ず
い

モ
ヤ
モ
ヤ
病
（
ウ
イ
リ
ス
動
脈

輪 
閉  
塞 
症
）
、強
直
性 
脊  
椎 
炎
、

へ
い 
そ
く 

せ
き 
つ
い

悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
悪
性
高

血
圧
、
ク
ロ
ー
ン
病
、
ネ
フ
ロ

ー
ゼ
症
候
群
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー

シ
ス（
原
発
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
症
）、

後
縦 
靱  
帯 
骨
化
症
、
ハ
ン
チ
ン

じ
ん 
た
い

ト
ン
病
、
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
肉
芽
腫

症
、
特
発
性
拡
張
型
心
筋
症
、

母
斑
症
、
多
系
統
萎
縮
症
（
線

条
体
黒
質
変
性
症
、
オ
リ
ー
ブ

橋
小
脳
萎
縮
症
、
シ
ャ
イ
・
ド

レ
ー
ガ
ー
症
候
群
）
、
シ
ェ
ー

グ
レ
ン
症
候
群
、
多
発
性 
嚢 
胞

の
う

腎
、
表
皮
水
疱
症
（
接
合
部
型

及
び
栄
養
障
害
型
）
、 
膿 
胞
性

の
う

 
乾  
癬 
、特
発
性
門
脈
圧 
亢 
進
症
、

か
ん 
せ
ん 

こ
う

広
範
脊
柱
管
狭 
窄 
症
、
ミ
オ
ト

さ
く

ニ
ー
症
侯
群
、
原
発
性
胆
汁
性

肝
硬
変
、
特
発
性
好
酸
球
増
多

症
候
群
、
重
症
急
性 
膵 
炎
、
特

す
い

発
性
大 
腿 
骨
頭 
壊 
死
症
、
混
合

た
い 

え

性
結
合
組
織
病
、
び
ま
ん
性 
汎 はん

細
気
管
支
炎
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ

ア
脳
筋
症
、
原
発
性
免
疫
不
全

症
候
群
、
遺
伝
性（
本
態
性
）ニ

ュ
ー
ロ
パ
チ
ー
、
特
発
性
間
質

性
肺
炎
、
プ
リ
オ
ン
病
、
網
膜

色
素
変
性
症
、
遺
伝
性
Ｑ
Ｔ
延

長
症
候
群
、
原
発
性
肺
高
血
圧

症
、
先
天
性
ミ
オ
パ
チ
ー
、
神

経
線
維 
腫 
症
、
網
膜
脈
絡
膜
萎

し
ゅ

縮
症
、
進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ

ィ
ー
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
病
、
慢
性

炎
症
性
脱
髄
性
多
発
神
経
炎
、

骨
髄
線
維
症
、
亜
急
性
硬
化
性

全
脳
炎
、
バ
ッ
ド
・
キ
ア
リ
症

候
群
、
特
発
性
慢
性
肺
血
栓
塞

栓
症（
肺
高
血
圧
型
）、
ラ
イ
ソ

ゾ
ー
ム
病
（
フ
ァ
ブ
リ
ー
病
を

含
む
）
、
副
腎
白
質
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
脊
髄
性
筋
萎
縮
症
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
肉
芽
腫
性
血
管

炎
、
原
発
性
硬
化
性
胆
管
炎
、

肝
内
結
石
症
、
自
己
免
疫
性
肝

炎
、特
発
性
肥
大
型
心
筋
症（
拡

張
相
）
、
成
人
ス
テ
ィ
ル
病
、

脊
髄
空
洞
症

▽
対
象　

申
請
を
行
う
年
（
た

だ
し
、
１
月
〜
３
月
に
申
請
す

る
場
合
は
前
年
）
の
１
月
１
日

現
在
、
市
に
住
所
を
有
し
て
い

る
方

※
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
、
児

童
育
成
手
当
条
例
に
基
づ
く
障

害
手
当
の
受
給
者
は
、
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

▽
見
舞
金
額　

６
万
円（
年
額
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
東

京
都
発
行
の
医
療
券
の
コ
ピ
ー

（
必
要
に
応
じ
て
特
殊
疾
病
に

罹
患
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す

る
医
師
の
診
断
書
）　

②
特
殊

疾
病
患
者
見
舞
金
支
給
認
定
申

請
書　

③
印
鑑

※
現
在
受
給
し
て
い
る
方
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
支
給
方
法　

口
座
振
込
（
年

１
回
、
６
月
末
）

※
新
規
申
請
の
方
は
随
時
支
給

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

障
害

福
祉
課
障
害
福
祉
係

す
。

▽
届
け
出
が
必
要
な
変
更　

①

氏
名
・
住
所　

②
医
療
機
関
・

薬
局　

③
健
康
保
険　

④
同
一

の
保
険
加
入
者
が
保
険
を
変
更

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
）

※
必
要
な
も
の
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係

送
し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な
い

方
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
今
後
手
当
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

▽
提
出
期
限　

６
月　

日
３０

▽
提
出
先　

子
育
て
支
援
課
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援

課
児
童
係

自自
立
支
援

立
支
援

医
療
受
給
者
証

医
療
受
給
者
証

（
精
神
通
院

（
精
神
通
院
））

をを
お
持
ち
の
方

お
持
ち
の
方
へへ

　

日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、

移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
を
行

い
ま
す
。
献
血
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
期
日　

６
月　

日（
水
）

１１

▽
時
間　
　

時
〜
３
時　

分

１０

４５

▽
会
場　

稲
城
市
役
所
西
側
駐

車
場

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課

地
域
福
祉
係

献献
血血
にに
ごご
協協
力力
をを

気
軽
に
相
談
し
て

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

 

女
性
の
悩
み

女
性
の
悩
み相

談
相
談

　

夫
婦
の
問
題
や
家
族
の
こ
と
、

仕
事
の
こ
と
、
職
場
で
の
人
間

関
係
、
自
身
の
生
き
方
、
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
で
悩

ん
で
い
る
方
、
そ
の
悩
み
を
抱

え
込
ま
ず
に
専
門
の
相
談
員
に

打
ち
明
け
て
、
心
の
負
担
を
軽

く
し
ま
せ
ん
か
。

　

面
接
に
よ
る
相
談
が
困
難
な

方
は
電
話
相
談
も
で
き
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。　

▽
相
談
日　

毎
月
第
１
・
第
３

水
曜
日
、
第
４
土
曜
日

▽
時
間　
　

時
〜
4
時

10

※
相
談
時
間
は
一
人　

分
間

50

▽
相
談
方
法　

面
談
、
電
話

▽
費
用　

無
料　

▽
申
し
込
み
方
法　

相
談
日
前

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

協
働
推
進
課
女
性
青
少
年
係

危
険
物
安
全
週
間

危
険
物
安
全
週
間

安安
全全
へへ
確確
かか
なな

スス
ママ
ッッ
シシ
ュュ

保保
守守
点点
検検

６
月
８
日（
日
）〜　

日（
土
）

１４

「「
水水
のの
事事
故故
」」
をを

防防
ぎぎ
まま
しし
ょょ
うう
！！

金
曜
サ
ロ
ン

金
曜
サ
ロ
ン

市
民
活
動
団
体

市
民
活
動
団
体
紹
介
の
日

紹
介
の
日

　

次
の
い
ず
れ
か
が
変
更
に
な

っ
た
場
合
、
届
け
出
が
必
要
で

　

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
６
月

以
降
の
受
給
資
格
の
確
認
を
し

ま
す
の
で
、
現
況
届
を
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
現
況

届
の
提
出
に
必
要
な
書
類
を
郵

現
況
届
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

児
童
手
当
･

児
童
育
成
手
当

実行委員募集

女女とと男男のの
フフォォーーララムム
いいななぎぎ22000099

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

〜
誰
で
も
、
自
由
に
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
〜

金金
曜曜
ササ
ロロ
ンン

スス
ペペ
シシ
ャャ
ルル

貴貴
金金
属属
のの
つつ
ぶぶ
やや
きき

　

今
月
か
ら
市
内
の
各
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
社
会

貢
献
活
動
団
体
・
市
民
活
動
団

体
を
紹
介
す
る
日
を
毎
月
第
３

金
曜
日
に
設
け
ま
し
た
。
第
１

回
と
な
る
今
回
は
、
平
成
４
年

に
設
立
後
、
国
際
交
流
全
般
に

活
動
し
、
長
年
、
中
国 
四  
川 

し 

せ
ん 
省 

し
ょ
う

の
チ
ベ
ッ
ト
族
の
町「
稲
城
県
」

と
の
交
流
も
行
っ
て
い
る
国
際

交
流
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
期
日　

６
月　

日（
金
）

２０

▽
時
間　

午
後
７
時
〜

▽
会
場　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
）

▽
紹
介
団
体　

稲
城
国
際
交
流

の
会

▽
費
用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ
（
協

働
推
進
課
）
、h

ttp
://w
w
w
.

i

‐in
ag
i

‐su
p
p
ort.org

/



２０・６・１ 代表電話は３７８－２１１１　（６）

�

▲防犯パトロール駅伝（５月３日・市内）
　多摩稲城防犯協会稲城地区では、市民
の防犯意識の高揚を図るため、市内各地
区を駅伝方式で順次パトロールしました。

▲稲城手づくり市民まつり２００８
（５月４日、５日・城山公園）

　フリーマーケットや多芸多彩なステージ
など、多くの方でにぎわいました。

　

東
京
都
で
は
、
住
宅
市
街
地

の
開
発
整
備
の
方
針
に
関
す
る

都
市
計
画
の
素
案
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
都
市
計
画
の
素
案

都
市
計
画
案
に
関
す
る

縦
覧
及
び
公
聴
会 

　

ホ
タ
ル
の
光
は
、
い
つ
観
て

も
感
動
的
で
す
。
今
年
も
「
上

谷
戸
ホ
タ
ル
の
会
」
が
中
心
と

な
っ
て
丹
精
こ
め
て
育
て
た
ホ

タ
ル
が 
乱  
舞 
し
ま
す
。
家
族
な

ら
ん 

ぶ

ど
で
楽
し
く
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

６
月
６
日（
金
）〜　
１５

日（
日
）

※
こ
の
期
間
以
外
の
ホ
タ
ル
観

賞
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
雨
が
降
る
と
、
ホ
タ
ル
は
観

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
時
間　

午
後
７
時　

分
〜
９

３０

　

市
で
は
、
教
育
（
入
学
金
、

授
業
料
な
ど
）
・
出
産（
分
娩
、

入
院
費
用
な
ど
）
・
住
宅
〔
増

改
築
な
ど
（
耐
震
補
強
・
ア
ス

ベ
ス
ト
除
去
工
事
含
む
）
〕
資

金
の
調
達
を
予
定
す
る
方
に
、

取
扱
金
融
機
関
へ
の
融
資
あ
っ

せ
ん
と
金
利
の
補
助
を
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
市
内
に
１
年
以
上

居
住
し
て
い
る　

歳
以
上
で
、

２０

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方　

②　

年
の
世
帯
合
計
所
得
（
給

１９
与
収
入
の
み
の
世
帯
の
場
合
、

控
除
後
の
所
得
）
が　

万
円
以

６００

内
の
方　

③
安
定
し
、
継
続
し

た
収
入
の
あ
る
方　

④
勤
続
年

数
ま
た
は
営
業
年
数
が
１
年
以

上
で
、
現
在
も
継
続
し
て
い
る

　

皆
さ
ん
に
水
道
を
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
６

月
を
「
水
道
ふ
れ
あ
い
月
間
」、

６
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）を

「
水
道
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
、
「
水
道
な
ん
で
も
相

談
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

６
月
４
日（
水
）

▽
時
間　
　

時
〜
３
時

１０

▽
会
場　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▽
内
容　

水
量
、
料
金
、
装
置

な
ど
水
道
に
関
す
る
相
談
全
般

※
６
月
２
日（
月
）〜
６
日（
金
）

は
、
水
道
パ
ネ
ル
展
も
開
催
し

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

水
道
課
庶
務

係　

1　

・
１
９
１
１

３７７

営
す
る
高
年
齢
者
（
概
ね　

歳
５５

以
上
）
の
た
め
の
就
業
支
援
セ

ン
タ
ー
で
、
親
切
丁
寧
を
モ
ッ

ト
ー
に
お
仕
事
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
　

年
３
月
の
開
設
以
来
、
１

１５
千
６
３
１
人（
３
月　

日
現
在
）

３１

の
方
が
登
録
し
、
延
べ
８
５
８

人
の
方
が
就
職
し
て
い
ま
す
。

市
内
や
近
隣
市
区
の
求
人
情
報

を
多
く
ス
ト
ッ
ク
し
、
フ
ァ
イ

ル
や
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
に

よ
り
、
求
人
情
報
を
自
由
に
閲

覧
で
き
ま
す
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
求
人
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
）
。

▽
開
所
日　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

▽
時
間　

９
時
〜
５
時

 
事
業
主
の
方
へ

　

近
く
に
お
住
ま
い
で
、
元
気

で
ま
じ
め
な
方
を
雇
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
事
業
主
の
皆
さ
ん

か
ら
の
求
人
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

は
つ
ら
つ
ワ

ー
ク
稲
城
（
地
域
振
興
プ
ラ
ザ

内
）　

1　

・
１
３
３
３
、h

ttp
:

３７９

//w
w
w
.h
atu
ratu

‐w
ork

‐in
ag
i.com

/
▲

ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
ご
観
賞
く
だ
さ

い（
「
上
谷
戸
ホ
タ
ル
の
会
」
撮
影
）

▽
期
日　

８
月
８
日（
金
）

▽
時
間　

午
後
７
時
〜

▽
会
場　

東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎　

階　

・　

会
議
室
（
新
宿

１０

２０１

２０２

区
西
新
宿
２
の
８
の
１
）

▽
定
員　
　

人
程
度（
先
着
順
）

１００

※
都
市
計
画
案
の
区
域
内
に
在

住
の
方
、
そ
の
他
利
害
関
係
の

あ
る
方
は
、
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
〔
あ
ら
か
じ
め

公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
た
い
旨

（
公
述
）の
申
出
書
（
縦
覧
会
場

で
配
布
。提
出
期
限
６
月　

日
）

１６

が
必
要
で
す
〕

▽
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

東
京

都
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課（
〒

　

・　

）　

1　

・
５
３
０
８
・

１６３

８００１

０３

３
２
２
５
、http

://w
w
w
.to

sh
iseib

i.m
etro.tok

y
o.jp
/

　

上
谷
戸
親
水
公
園
の
ホ
タ
ル

観
賞
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ

ー
ト
と
し
て
「
上
谷
戸
ホ
タ
ル

観
賞
の
夕
べ
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日　

６
月
７
日（
土
）

※
雨
天
中
止

▽
時
間　

３
時
〜
午
後
６
時

▽
会
場　

若
葉
台
公
園
池
付
近

（
上
谷
戸
川
上
流
）

▽
内
容　

市
民
参
加
に
よ
る
音

楽
会

▽
主
催　

上
谷
戸
ホ
タ
ル
の
夕

べ
実
行
委
員
会

※
当
日
の
５
時
〜
午
後
９
時
は
、

６６
月
は
月
は

「
水
道

「
水
道
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す

ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す

水水
道
な
ん
で
も
相
談
を

道
な
ん
で
も
相
談
を

実
施
し
ま
す

実
施
し
ま
す

方　

⑤
信
用
保
証
機
関
の
保
証

が
得
ら
れ
る
方

▽
融
資
限
度
額（
返
済
期
間
）　

教
育
資
金
＝　

万
円
（
５
年
以

１００

内
）、
出
産
資
金
＝　

万
円（
３

５０

年
以
内
）
、
住
宅
資
金
＝　

万
３００

円（
５
年
以
内
）

▽
融
資
利
率　

本
人
負
担
＝
１
・

　

％
、
市
補
助
＝
１
・　

％

１８８

８１２

▽
申
請
書
類　

申
請
書
（
経
済

課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）
、
最

新
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定

申
告
書
の
写
し
な
ど
収
入
を
証

明
す
る
書
類
、住
民
票（
謄
本
）、

印
鑑
証
明
書
、
資
金
の
使
い
道

が
確
認
で
き
る
書
類
（
事
前
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

※
申
請
か
ら
融
資
実
行
ま
で
１

カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

※
あ
っ
せ
ん
先
金
融
機
関
の
審

査
に
よ
り
、
融
資
金
額
が
希
望

額
に
達
し
な
い
、
ま
た
は
融
資

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
こ
の
住
宅
資
金
融
資
と
住
宅

ロ
ー
ン
の
併
用
は
、
で
き
ま
せ

ん
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

経
済

課
消
費
生
活
係

ご
活
用
く
だ
さ
い

教
育
・
出
産
・

 

住
宅
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

上
谷
戸

上
谷
戸
ホ
タ
ル
観
賞
の
夕
べ

ホ
タ
ル
観
賞
の
夕
べ

に
つ
い
て
、
縦
覧
及
び
公
聴
会

を
行
い
ま
す
。

 
縦
覧

▽
期
間　

６
月
２
日（
月
）〜　
１６

日（
月
）

▽
会
場　

東
京
都
都
市
整
備
局

都
市
計
画
課
、
市
役
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
課

 
公
聴
会

①
多
摩
都
市
計
画
区
域
（
多
摩

市
及
び
稲
城
市
）
ほ
か

▽
期
日　

８
月
７
日（
木
）

▽
時
間　
　

時
〜

１０

▽
会
場　

調
布
市
文
化
会
館
た

づ
く
り
（
調
布
市
小
島
町
２
の

　

の
１
）

３３▽
定
員　
　

人
程
度（
先
着
順
）

１００

②
東
京
都
内
各
都
市
計
画
区
域

（
島
し
ょ
部
を
除
く
）

　

は
つ
ら
つ
ワ
ー
ク
稲
城
は
、

稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運

上
谷
戸
親
水
公
園
周
辺
を
一
部

通
行
止
め
に
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

緑
と
建
設
課

緑
と
水
の
係

時▽
会
場　

上
谷
戸
親
水
公
園
内

上
谷
戸
川
（
京
王
相
模
原
線
若

葉
台
駅
下
車
徒
歩　

分
、
ま
た

１０

は
バ
ス
京
王
相
模
原
線
稲
城
駅

行
き
長
峰
二
丁
目
下
車
徒
歩
５

分
）

※
上
谷
戸
親
水
公
園
の
駐
車
場

は
、
駐
車
違
反
な
ど
上
谷
戸
地

区
周
辺
へ
の
影
響
を
無
く
す
た

め
、
期
間
中
閉
鎖
し
ま
す
。
観

賞
に
は
徒
歩
ま
た
は
公
共
交
通

機
関
で
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

 
上  
谷  
戸 
親
水
公
園

か
さ 

や 

と

上上
谷
戸
谷
戸

ホ
タ
ル
の
夕
べ

ホ
タ
ル
の
夕
べ 

稲
城

　

稲
城

inin

おお
仕
事
を
お
探
し
の
方
へ

仕
事
を
お
探
し
の
方
へ

あ
な
た
の
就
職
を

あ
な
た
の
就
職
を
応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

はは
つ
ら
つ
ワ
ー
ク
稲
城

つ
ら
つ
ワ
ー
ク
稲
城

（
無
料
職
業
紹
介
所
）

（
無
料
職
業
紹
介
所
）

自
衛
官
募
集

 
２
等
陸
・
海
・
空
士

（
７
月
入
隊
者
）

▽
応
募
資
格　
　

歳
以
上　

歳

１８

２７

未
満
の
男
子

▽
試
験
日　

６
月　

日（
土
）

２１

▽
選
考
方
法　

学
科
（
国
語
・

数
学
・
社
会
及
び
作
文
）
、
面

接
、
身
体
検
査
及
び
適
性
検
査

▽
応
募
期
限　

募
集
定
員
に
達

し
次
第
終
了

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛

隊
東
京
地
方
協
力
本
部
府
中
募

集
案
内
所　

1　

・
５
０
１
１
、

３６５

tk
y
p
co

‐fu
ch
u
@
m
arb
le.

ocn
.n
e.jp

６
月
は
「
就
職
差
別

解
消
促
進
月
間
」

 
な
く
そ
う
就
職
差
別

問
わ
れ
る
企
業
と
社
会
の

人
権
感
覚 

　

就
職
は
、
生
活
の
安
定
確
保

や
労
働
を
通
じ
た
社
会
参
加
な

ど
、
人
間
が
幸
せ
に
生
活
し
て

い
く
う
え
で
基
本
と
な
る
も
の

で
す
。
こ
の
た
め
、
採
用
選
考

は
応
募
者
の
適
性
と
能
力
に
基

づ
き
公
正
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
就
職

差
別
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
強
い

身
元
調
査
事
件
が
起
き
た
り
、

面
接
時
に
本
籍
地
や
思
想
・
信

条
な
ど
を
聞
い
た
り
と
い
っ
た

こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
で
は
６
月
を
「
就
職

差
別
解
消
促
進
月
間
」
と
し
、

就
職
差
別
を
な
く
し
、
就
職
の

機
会
均
等
を
確
保
す
る
た
め
、

東
京
労
働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

な
ど
と
連
携
し
て
様
々
な
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
採
用
時
や
企
業
内
で
の
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
産
業

労
働
局
労
働
環
境
課　

1　

・
０３

５
３
２
０
・
４
６
４
９

　

東
京
都
下
水
道
局
で
は
、
雨

期
に
向
か
う
６
月
を
「
浸
水
対

策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
下
水

道
施
設
の
安
全
性
の
確
保
と
都

民
の
防
災
意
識
向
上
を
図
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
の
降
雨
状
況
が

一
目
で
分
か
る
「
東
京
ア
メ
ッ

シ
ュ
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
下
水

道
局
流
域
下
水
道
本
部　

1　

・
０４２

　

・
４
８
２
８
、http://w

w
w
.

５２７
g
esu
i.m
etro.tok

y
o.jp
/

就
職
活
動
を
応
援
し
ま
す

 
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩

６
月
の
セ
ミ
ナ
ー 

就
活
セ
ミ
ナ
ー
「
ベ
ー
シ
ッ
ク

＆
ア
ド
バ
ン
ス
」

①
自
己
分
析
か
ら
、
応
募
書
類

の
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

▽
対
象　
　

歳
以
下

３４

▽
期
日　

６
月　

日（
水
）

２５

▽
時
間　

１
時　

分
〜
４
時　

３０

３０

分▽
定
員　
　

人（
予
約
制
）

３０

②
採
用
担
当
者
の
選
考
ポ
イ
ン

ト
や
面
接
で
の
マ
ナ
ー
な
ど

▽
対
象　
　

歳
以
下

３４

▽
期
日　

６
月　

日（
木
）

２６

▽
時
間　

１
時　

分
〜
４
時　

３０

３０

分▽
定
員　
　

人（
予
約
制
）

３０

１
日
で
学
べ
る
再
就
職
活
動
の

テ
ク
ニ
ッ
ク

▽
対
象　
　

歳
〜　

歳

３０

５４

▽
期
日　

６
月　

日（
水
）

１１

▽
時
間　

１
時
〜
５
時

▽
定
員　
　

人（
予
約
制
）

５０

１
日
で
学
べ
る
再
就
職
活
動
の

テ
ク
ニ
ッ
ク

▽
対
象　
　

歳
以
上

５５

▽
期
日　

６
月　

日（
水
）

１８

▽
時
間　

１
時　

分
〜
４
時　

３０

３０

分▽
定
員　
　

人（
予
約
制
）

５０

▽
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合

６
月
は
「
浸
水
対
策
強
化
月
間
」

 
浸
水
ゼ
ロ
・

安
全
・
快
適
！
下
水
道 

わ
せ　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

多
摩　

1　

・
４
５
２
４

３２９

※
毎
週
月
曜
日
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
求
人
検
索

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
９
時　

分
〜　

３０

１１

時
）
、
火
・
木
曜
日
に
、
応
募

書
類
の
作
成
や
面
接
訓
練
に
対

応
し
た
夜
間
就
活
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
午
後
６
時
〜
７
時　

分
）、
各

３０

種
テ
ー
マ
で
土
曜
セ
ミ
ナ
ー（
１

時　

分
〜
３
時　

分
）
も
実
施

３０

３０

し
て
い
ま
す
。



２０・６・１（７）　代表電話は３７８－２１１１

まちの話題を集める

地域や学校の話題をお寄せください。　秘書広報課広報広聴係

　

商
店
街
の
活
性
化
を
目
的
に

運
営
し
て
い
る
レ
ン
タ
ル
ボ
ッ

ク
ス
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
い
ｉ
シ
ョ

ッ
プ
」
で
は
、
随
時
出
店
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
な
ど
、
あ
な
た
の
作
品
を
販

売
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
店
舗
名（
所
在
地
）　

あ
い
ｉ

シ
ョ
ッ
プ
（
大
丸　

の
５
。
ペ

１１８

　

稲
城
青
年
会
議
所
で
は
、
江

戸
し
ぐ
さ
語
り
べ
の
辻
川
牧
子

さ
ん
を
お
招
き
し
、
相
手
を
思

い
や
り
、
良
い
関
係
を
つ
く
る

心
得
「
江
戸
し
ぐ
さ
」
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
江
戸
し
ぐ
さ
」
を
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
職
場
づ
く
り
、

子
育
て
、
教
育
に
広
く
活
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

６
月　

日（
水
）

１８

▽
時
間　

午
後
７
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

６０

▽
費
用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
青
年
会

議
所（
西
村
）　

1　

・
１
１
０

０８０

４
・
７
０
９
０

だ
よ
り�

商  

工  

会�

　４月２８日（月）午後１１時ごろ、白井威
さん（７９歳）が飼育している木曽馬の花
ちゃん（本名・ 嶺  華 ）が雌の子馬を出産

れい か

しました。名前は、お母さんの名前の
一文字をもらった 愛 

あい

 華 （愛ちゃん）に。
か

「花ちゃん、おめでとう！」「かわい
いね」「こんなに身近なところで馬の
親子が見られるなんて」と、放牧場に
は連日、大勢の人が訪れています。
　花ちゃんと白井さんとの出会いは今
から６年前の平成１４年。知人から、木
曽馬のふるさと長野県 開 田   村で飼い主

かい だ

を探していることを聞いたことによる
ものでした。小さい頃から馬が好きだ
ったという白井さんは、馬を飼ってみ
たいとの思いで勤めていた都議を引退。
高齢者や障害のある方の乗馬療養がで
きればと小さなポニーを飼う予定でし
たが気性が荒いことが分かり、断念し
ていたなかで聞いた、気性が優しいと
いう木曽馬の話は、本当にタイミング
の良いものだったそうです。
　木曽馬は日本固有の在来種で、農耕
場として７，０００頭ほどいましたが、機械
化で５０頭ほどになり、平成１５年には長
野県の天然記念物に指定されました。
こうしたことで「種の保存」のため環
境を変えて子作りをと、初めて県外の
土地に行くことになった１頭が花ちゃ

▲「『愛』の体重は、この１カ月で３倍の
９０kgに。大きくなりました」と白井さん

木木木木木木木木木木木木木木木曽曽曽曽曽曽曽曽曽曽曽曽曽曽曽馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬・・・・・・・・・・・・・・・花花花花花花花花花花花花花花花ちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんののののののののののののののの出出出出出出出出出出出出出出出産産産産産産産産産産産産産産産ででででででででででででででで
ふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれあああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいい、、、、、、、、、、、、、、、交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流ののののののののののののののの輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪がががががががががががががががさささささささささささささささらららららららららららららららににににににににににににににに大大大大大大大大大大大大大大大きききききききききききききききくくくくくくくくくくくくくくく

白白白白白白白白白白白白白白白井井井井井井井井井井井井井井井威威威威威威威威威威威威威威威さささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんん（（（（（（（（（（（（（（（平平平平平平平平平平平平平平平尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾）））））））））））））））
たけし

出
店
者
募
集

レ
ン
タ
ル
ボ
ッ
ク
ス
シ
ョ
ッ
プ

「
あ
い 
ｉ 
シ
ョ
ッ
プ
」

あ
い

講
演
会

 
昔
の
思
い
に
ふ
れ
る
時
、

　

心
が
温
か
く
な
る

「
江
戸
し
ぐ
さ
」を
学
ぼ
う 

 
事
例

　

ト
イ
レ
が
詰
ま
っ
た
の
で
、

郵
便
受
け
に
入
っ
て
い
た「
水

回
り
の
修
理
、
基
本
料
金
３

千
円
〜
」
と
い
う
チ
ラ
シ
を

思
い
出
し
、
電
話
で
修
理
を

依
頼
し
ま
し
た
。

　

修
理
は　

分
く
ら
い
で
終

１０

わ
り
、
５
万
円
を
請
求
さ
れ

ま
し
た
。
短
時
間
の
ト
イ
レ

修
理
な
の
に
高
す
ぎ
る
と
思

い
、
費
用
の
明
細
を
聞
い
た

と
こ
ろ
「
基
本
料
金
、
薬
剤

処
理
、
高
圧
洗
浄
、諸
経
費
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら

か
ら
依
頼
し
た
こ
と
も
あ
り

仕
方
な
く
支
払
い
ま
し
た
が
、

納
得
で
き
ま
せ
ん
。

　

台
所
や
風
呂
場
、
ト
イ
レ

な
ど
の
水
回
り
に
は
水
漏
れ

や
詰
ま
り
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
投
げ
込
み

チ
ラ
シ
や
電
話
帳
の
広
告
な

ど
を
見
て
「
低
料
金
」
と
思

い
修
理
業
者
を
呼
ん
だ
が
、

高
額
料
金
を
請
求
さ
れ
た
な

ど
、
料
金
や
サ
ー
ビ
ス
内
容

に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
消

費
者
の
側
か
ら
修
理
を
依
頼

す
る
電
話
を
か
け
家
に
来
て

も
ら
っ
た
場
合
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
（
無
条
件
解

約
）
の
適
応
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
慎
重
に
契
約
し
ま
し

ょ
う
。

　

広
告
を
見
た
だ
け
で
低
料

金
で
済
む
と
考
え
な
い
よ
う

に
し
、
ま
ず
は
電
話
で
「
来

訪
だ
け
で
も
料
金
が
か
か
る

の
か
」
「
作
業
内
容
と
そ
の

金
額
」
な
ど
、
し
っ
か
り
と

確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

実
際
、修
理
を
行
う
際
は
、

作
業
内
容
の
説
明
を
求
め
、

依
頼
し
た
修
理
以
外
の
こ
と

を
勧
め
ら
れ
て
も
、
す
ぐ
に

契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
作
業
内
容
や
そ

の
質
、
金
額
な
ど
業
者
の
情

報
を
把
握
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
お
困
り
の
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
消
費
者
相

談
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

トイレの詰まりのチラシを見て�
　修理を依頼したら�
　高額料金を�
　　請求された�

　

足
に
魚
の
目
や
タ
コ
、
巻
き

 
爪 
、
む
く
み
な
ど
が
あ
る
と
転

づ
め

　

歳
か
ら
考
え
た
い

６０高
齢
者
向
け　

足
の
健
康
教
室

　

高
齢
の
方
と
ご
家
族
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
。

介
護
相
談
な
ど
も
行
い
ま
す
。

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ひ
ら
お
苑

 
み
ど
り
の
広
場

　

「
都
民
住
宅
」
と
は
、
主
に

中
堅
勤
労
者
の
家
族
を
対
象
と

す
る
公
共
住
宅
で
す
。
「
都
営

住
宅
」
と
は
異
な
り
ま
す
。

▽
区
分　

家
族
向

▽
申
込
用
紙
配
布
期
間　

６
月

２
日（
月
）〜　

日（
水
）

１１

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

▽
申
込
用
紙
配
布
場
所　

市
民

課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、

各
文
化
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
他

※
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
土
・
日

曜
日
も
配
布
し
ま
す
（
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
）
。

※
申
込
書
は
、
配
布
期
間
中
の

み
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.to

‐k
ou
sy
a.or.jp

/

）

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

　

稲
城
市
植
木 
花  
卉 
生
産
振
興

か 

き

会
で
は
、
梅
雨
時
の
ま
ち
を
鮮

や
か
に
彩
る
ア
ジ
サ
イ
な
ど
の

展
示
即
売
会
を
行
い
ま
す
。
あ

わ
せ
て
朝
採
り
野
菜
、
植
木
の

即
売
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日　

６
月
６
日（
金
）・
７

日（
土
）

▽
時
間　
　

時
〜
３
時

１０

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以

６０

上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
〔
特

に
清
掃
業
務（
屋
内
外
）を
希
望

す
る
方
〕

※
就
職
・
転
職
希
望
者
を
除
く
。

▽
期
日　

６
月
３
日（
火
）、　
１７

日（
火
）

▽
時
間　

１
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

入
会
説
明
会

▽
期
日　

６
月
８
日（
日
）

※
雨
天
決
行

▽
時
間　
　

時　

分
〜　

時　

１０

３０

１２

３０

分▽
会
場　

ひ
ら
お
苑
（
平
尾
２

の　

の　

）

４９

２０

▽
内
容　

①
講
演
会
「
歩
き
方

で
こ
ん
な
に
変
わ
る
、
体
の
お

手
入
れ
は
歩
き
方
か
ら
」
〔
講

師　

山
本　

尚
司
氏
（
運
動
連

鎖
ア
プ
ロ
ー
チ
研
究
所
代
表
。

理
学
療
法
士
）
〕　

②
和
太
鼓

「
和
」
に
よ
る
演
奏　

③
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
紹
介　

④
介

護
・
健
康
相
談　

⑤
エ
イ
ト
ピ

ア
工
房
に
よ
る
菓
子
販
売　

⑥

バ
ザ
ー
、
模
擬
店
（
手
作
り
弁

当
、
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
）　

⑦

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
（
輪
投
げ
、

ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
）

▽
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
お
苑　

1　

・
３３１

５
６
６
６

倒
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。
足
の
手
入
れ
を
し

て
、
毎
日
を
気
持
ち
よ
く
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
で
、
全
日

６０

程
参
加
で
き
る
方

▽
期
日　

６
月　

日
、
７
月　

２５

１６

日
、
９
月　

日
の
水
曜
日
（
全

１７

３
回
）

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

高
齢
者
の
足
の
ト
ラ

ブ
ル
と
は
、
足
の
お
手
入
れ
方

法
、
足
の
爪
の
切
り
方
、
靴
の

選
び
方
な
ど

▽
定
員　
　

人
程
度

１０

▽
費
用　

無
料

▽
講
師　

吉
田　

朋
子
氏
（
東

京
南
看
護
専
門
学
校
専
任
教
員
）

▽
申
し
込
み
方
法　

６
月　

日
１５

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

1　

・
６
６
０
１

３３１

入
居
者
募
集

第　

回
１１東
京
都
施
行
型 

都
民
住
宅

▽
申
し
込
み
方
法　

申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月　

日
必
着

１６

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民

窓
口
係
、
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
募
集
セ
ン
タ
ー
（
申
込
用
紙

配
布
期
間
中
の
み
。
土
・
日
曜

日
を
除
く
）　

1　

・
３
４
９

０３

８
・
８
８
９
４

ア
リ
ー
ロ
ー
ド
稲
城
商
店
街
・

東
長
沼
交
差
点
南
側
）

▽
営
業
時
間　
　

時
〜
午
後
６

１０

時▽
休
業
日　

日
曜
日

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

あ
い

ｉ
シ
ョ
ッ
プ　

1　

・
６
５
４

３７７

６

華
麗
な

華
麗
な

ア
ジ
サ
イ
を

 

ア
ジ
サ
イ
を

見
つ
け
よ
う

見
つ
け
よ
う

▽
会
場　
　

東
京
み
な
み
稲
城

JA

支
店
駐
車
場

▽
問
い
合
わ
せ　
　

東
京
み
な

JA

み
稲
城
支
店
指
導
経
済
課　

1

　

・
６
０
０
２

３７７

手づくりの食品で夏を元気に！手づくりの食品で夏を元気に！
消費者講座消費者講座

消
費
者
相
談
室

1　

・

３
７
３
８

３７８

　
（
月
・
火
・
水
・
金
曜
日
）

①稲城産
らっきょうの漬け物
　らっきょうの塩漬けと甘
酢漬けを作って、効能・効
果も学習しましょう。

▽期日　６月１２日（木）

②稲城産梅を
使ったさわやか料理
　煮梅、梅酢ドリンク、の
し梅を作って、夏バテに備
えましょう。

▽期日　６月１９日（木）
◆共通事項

▽時間　１０時３０分～正午　　　 ▽会場　消費者ルーム

▽講師　消費者団体「ふたこぶらくだ」会員

▽定員　各１５人（先着順）

▽費用　各５００円（らっきょう漬け３００ｇ、梅酢ドリンク持ち帰り）

▽持ち物　エプロン　※持ち帰り容器は主催者が用意します。

▽主催　消費者団体「ふたこぶらくだ」

▽申し込み方法　消費者ルーム（１０時～正午・１時～５時）
に電話（1３７０－７５１０）で申し込んでください。
※①②両方の申し込み可

▽問い合わせ　経済課消費生活係

シルバー
人材
センター
問い合わせ
1 ３７７・２２１２

んだったそうです。念願かなって、花
ちゃんが来てからというもの毎日欠か
さず、ふんのチェックから餌（飼料）づ
くり、運動、調教、馬小屋の掃除など
を行い、６年間、我が子のように大事
に育ててきたという白井さんは、「家
族や、日頃から支えてくれている地域
のスタッフの力も大きい」と話します。
　木曽馬の中でも一番のべっぴん（美
人）さんという花ちゃんは、すぐさま
平尾の人気者に。お子さんからお年寄
りまで、障害のある方も、餌やりや乗
馬体験などの「ふれあい」を通して心
を癒やしてもらっているそうです。そ
んな花ちゃんも昨年５月、種付けによ
り妊娠し、１１カ月を経て今回、無事出
産となりました。
　出産を通して、地域の方との「ふれ
あい」がさらに増えたという白井さん。
「馬がいるから私も元気にやってこれ
たと思う。『花』も地域の皆さんの愛
情にふれてここまで大きくなった。
『愛』もかわいがってやってください」
と、馬の親子をいとおしそうになでな
がら話してくれました。



２０・６・１ 代表電話は３７８－２１１１　（８）

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

▽
問
い
合
わ
せ　
　

日
本
テ
レ
ビ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

谷　

1　

・　

・
３
０
４
１

（株）

０４４

９４６

６
月
８
日（
日
）３
時
〜
／　

Ｆ
Ｃ
東
京
／
国
立
競
技
場　

※
国
立
競
技
場
の
試
合
は
、
市
民
シ
ー
ト
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

VS

広報いなぎは再生紙を使用しています。�

　
　

年
度
か
ら
受
診
す
る
際
に

２０
一
部
負
担
金（
受
診
料
）が
必
要

で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
検
診

日
現
在　

歳
以
上
の
方

３５

※
原
則
１
年
に
１
回
の
受
診

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
期
日
・
時
間
・
会
場　

７
月

　

日（
日
）・
午
前
８
時
〜
正
午
・

２７

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
検
査
方
法　

胃
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査

▽
受
診
料　

１
千　

円　
３３０

※
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
受
診
料

を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
定
員　
　

人
５０

▽
対
象　

接
種
日
現
在
、
生
後

３
カ
月
以
上
６
カ
月
未
満
の
お

子
さ
ん

※
生
後
３
カ
月
の
お
子
さ
ん
に

は
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

▽
期
日　

６
月　

日（
金
）

２７

▽
受
付
時
間　

１
時　

分
〜
３

１５

時　

分
１５

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
生
後
６
カ
月
を
過
ぎ
る
と
自

　

妊
婦
の
口
の
中
は
、
想
像
以

上
に
変
化
を
し
ま
す
。
こ
れ
を

機
会
に
、
自
分
自
身
の
歯
と
口

に
目
を
向
け
て
は
い
か
が
で
す

か
。
ま
た
、
ご
自
身
の
歯
磨
き

や
食
習
慣
を
見
直
す
こ
と
は
、

家
族
み
ん
な
の
健
康
づ
く
り
と

も
な
り
ま
す
。

▽
期
日　

６
月　

日（
金
）

１３

▽
時
間　

２
時　

分
〜
３
時　

５０

２０

分▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
健
診

時
妊
娠　

〜　

週
の
方

１６

２７

▽
内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
健

診
・
相
談

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※経済課消費生活係・商工係の相談で（予約必要）のものは、前日の午前８時３０分
から午後５時まで予約を受け付けます（先着順）。８日（日）の法律相談は、６日（金）
に受け付けます。1３７８－２２８６
※消費者相談は電話（1３７８－３７３８）でも相談できます。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

1　

・

３
４
２
１　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

妊妊婦健康診査を婦健康診査を
受けましょう受けましょう

　４月から、妊婦健康診査の公費
負担回数が２回から５回に増えま
した。母体や胎児の健康を守るた
めにも、定期的に健診を受診しま
しょう。受診票は妊娠届け出時に
配布する母と子の保健バックに封
入しています。
※４月１日以前に妊娠届け出をし
た方には受診票を追加交付します。
未使用の受診票と母子健康手帳を
持参のうえ、申請してください。

▽申請窓口　保健センター、市民
課、平尾・若葉台出張所

▽問い合わせ　稲城市保健センタ
ー　1３７８－３４２１

＋休日急病診療所　簡野クリニック（平尾）９時～５時 � 1３３１－８５７０
＋休日薬局　　　　ヒロタ薬局平尾店（平尾）９時～５時 � 1３３１－２７９６日６／○１ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月２

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火３

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水４

３歳児健康診査（１７年５月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
労働相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課商工係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木５

母子健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談（特設） １０時～正午・１時～４時（予約随時） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金６

土７

＋休日急病診療所　向陽台クリニック（向陽台）９時～５時  1３７８－６６７７
＋休日薬局　　　　徳永薬局向陽台店（向陽台）９時～５時  1３７０－７２５５
休日窓口　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係

日○８ 

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月９

３カ月～４カ月児健康診査（２０年２月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
交通事故相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
行政相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火１０

１歳６カ月児健康診査（１８年１１月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

水１１

法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
登記相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木１２

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金１３

心の専門相談 １時～４時（予約随時） 福祉センター土１４

＋休日急病診療所　菊池医院（百村）９時～５時  1３７８－３３３３日○１５ 
離乳食調理講習会（２０年１月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

月１６

▽
会
場
・
期
日　

①
城
山
文
化

セ
ン
タ
ー
・
６
月
９
日（
月
）　

②
第
三
文
化
セ
ン
タ
ー
・
６
月

　

日（
火
）　

③
第
四
文
化
セ
ン

１０タ
ー
・
６
月　

日（
水
）　

１１

▽
時
間　

９
時　

分
〜　

時　

３０

１０

３０

分　▽
内
容　

保
健
師
に
よ
る
相
談
、

血
圧
測
定
な
ど　

　

各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
調
理
講

習
会
・
講
演
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
前
期
の
日
程
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
毎
回
好
評
の
た
め
、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら

　

食
育
と
は
、
私
た
ち
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
健
康
で
豊
か
な
人

間
性
を
育
む
た
め
、
食
に
関
す

る
知
識
と
食
を
選
択
す
る
力
を

習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を

育
て
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
食
育
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
食
育
推
進
基
本
計
画
で

は
、
国
や
地
方
自
治
体
、
関
係

機
関
・
団
体
な
ど
が
協
力
し
て

食
育
推
進
運
動
を
実
施
し
、
食

　

６
月
４
日（
水
）〜　

日（
火
）

１０

は
歯
の
衛
生
週
間
で
す
。　

歳
８０

に
な
っ
て
も
健
康
な　

本
の
歯

２０

を
保
と
う
と
い
う
の
が
、
８
０

２
０
運
動
で
す
。
市
で
は
、
こ

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

受
診
料
が
必
要
で
す

受
診
料
が
必
要
で
す

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を

参
照
の
う
え
、
は
が
き
、封
書
、

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
、（h

ttp
s:

//w
w
w
.e

‐tok
y
o.lg
.jp
/

）

直
接
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月
９
日
必
着

※
抽
選
結
果
は
期
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

費
に
な
り
ま
す
。
当
日
都
合
の

悪
い
方
、
体
調
の
悪
い
方
な
ど

は
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

え
る
よ
う
、
前
期
・
後
期
各
一

回
ま
で
の
参
加
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

の
運
動
を
地
域
に
根
ざ
し
た
住

民
参
加
型
に
よ
る
生
涯
を
通
じ

た
歯
の
健
康
づ
く
り
と
し
て
、

新
た
な
８
０
２
０
運
動
の
展
開

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

胃がん検診希望
１．７月２７日（日）・
　　保健センター
２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

前期調理講習会
広報掲載予定会場内容期日

６月１５日号

第三文化
センター

家庭でも手軽に作れるお
しゃれな初夏の会席料理６月２３日

（月） 城山文化
センター

色のマジックであなたを
ノックダウン !!

第四文化
センター

講演会　今日食べた食事が明
日のいのちを作ります～毎日
の積み重ねが大切です～

７月１日
（火）

７月１日号第二文化
センター

初夏の材料でヘルシーに
おいしく！

７月８日
（火）

育
の
浸
透
を
図
る
た
め
、
毎
年

６
月
を
「
食
育
月
間
」
と
定
め

る
と
と
も
に
、
食
育
推
進
運
動

を
継
続
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
、

食
育
の
一
層
の
定
着
を
図
る
た

め
、
毎
月　

日
を「
食
育
の
日
」

１９

と
定
め
て
い
ま
す
。

予
防
接
種

予
防
接
種

Ｂ
Ｃ
Ｇ

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）

（
結
核
）

歯
の
衛
生
週
間

歯
の
衛
生
週
間

あ
り
が
と
う

い
つ
も

あ
り
が
と
う　

い
つ
も

はは
た
ら
く

歯
に
感
謝

た
ら
く　

歯
に
感
謝

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

健
康
な
食
事
づ
く
り

健
康
な
食
事
づ
く
り

推
進
員
主
催

推
進
員
主
催

前
期
調
理
講
習
会

前
期
調
理
講
習
会
・・

講
演
会

講
演
会

　

厚
生
労
働
省
と
農
林
水
産
省

で
は
、
一
日
に
「
何
を
」
「
ど

れ
だ
け
」
食
べ
た
ら
よ
い
か
が

一
目
で
分
か
る
食
事
の
目
安「
食

事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
の
デ
ザ
イ
ン（
下
図
）は
、

回
転（
運
動
）す
る
こ
と
で
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る「
コ

マ
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、

主
食（
ご
は
ん
、
パ
ン
、 
麺 
）、

め
ん

副
菜
（
野
菜
、
き
の
こ
、い
も
、

海
藻
料
理
）
、
主
菜
（
肉
、魚
、

卵
、
大
豆
料
理
）
、
牛
乳
・
乳

製
品
、
果
物
の
５
グ
ル
ー
プ
の

食
品
や
料
理
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

と
れ
る
よ
う
、
イ
ラ
ス
ト
で
分

か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
何
が
不
足
し
、
何

を
と
り
過
ぎ
て
い
る
か
、
自
分

の
食
事
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
農
林

水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:

//w
w
w
.m
aff.g
o.jp
/food

_

g
u
id
e/b
alan
ce.h
tm
l

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
「
子
ど

も
を
た
ば
こ
か
ら
守
る
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
喫
煙
及
び
受
動

喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
の
重
要

性
な
ど
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

世
界
禁
煙
週
間

世
界
禁
煙
週
間

子子
ど
も
を
た
ば
こ
か
ら

ど
も
を
た
ば
こ
か
ら

守
る
た
め
に

守
る
た
め
に

６６
月
６
日
ま
で

月
６
日
ま
で

６
月
は
食
育
月
間

６
月
は
食
育
月
間

毎
月

日
は
食
育
の
日

毎
月　

日
は
食
育
の
日

１９１９

　

広
報
い
な
ぎ
５
月　

日
号
６

１５

面
「
６
月
か
ら
実
施
し
ま
す　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、
歯
周
疾

患
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前

立
腺
が
ん
検
診
（
医
師
会
実
施

事
業
）
」
の
指
定
医
療
機
関
を

今
号
の
３
面
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

※
指
定
医
療
機
関
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

あ
な
た
の
食
事
は
大
丈
夫
？

あ
な
た
の
食
事
は
大
丈
夫
？

 

食
事
バ
ラ
ン
ス

食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド

ガ
イ
ド

地
域
出
張
健
康
相
談

地
域
出
張
健
康
相
談

検
診
指
定
医
療
機
関

検
診
指
定
医
療
機
関


